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平
会』
る 『
くた

災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
普
段

か
ら
気
象
情
報
等
に
関
心
を
持
っ
た
り
、
隣
近
所
の
状

況
を
把
握
し
て
お
く
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
取
組
み
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
市
も
災
害
に
対
し
て
の
体
制
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
全
て

が
パ
タ
ー
ン
通
り
に
は
行
か
な
い
と
い
う
状
況
も
出
て

き
ま
す
。｢

自
助
・
共
助
・
公
助｣

の
３
つ
の
柱
を
基

に
災
害
時
の
対
応
を
す
る
事
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

(｢

災
害
に
備
え
て｣

に
関
し
ま
し
て
は
、
広
報
あ
き

た
か
た
２
０
１
１
年
11
月
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い)

《｢

災
害
に
備
え
て｣

へ
の
質
問
》

地
震
発
生
時
の
市
の
対
応
は
？

12
月
の
三
次
地
震
の
よ
う
な
も
の
が
発
生
し
た
際
、

市
は
ど
の
よ
う
な
体
制
を
敷
く
の
か
？
ど
の
よ
う
に
地

域
の
情
報
を
収
集
す
る
の
か
？

沖
野
総
務
部
長

市
で
は
、
震
度
４
以
上
の
地
震
発
生
時
、
全
職
員
が

市
役
所
に
駆
け
付
け
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
情
報
収
集
は
、
情
報
収
集
担
当
の
職
員

が
各
支
所
に
駆
け
つ
け
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

三
次
地
震
の
際
も
、
同
じ
よ
う
に
対
応
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
際
、｢

被
害
が
出
て
い
る｣

、｢

今
後
ひ

ど
い
地
震
が
起
こ
り
う
る｣

、
と
い
う
情
報
を
得
ま
す

と
、
避
難
所
の
開
設
に
移
り
ま
す
。
そ
の
後
、
備
蓄
し

て
い
る
毛
布
や
食
糧
を
避
難
所
に
集
め
、
避
難
さ
れ
る

方
を
保
護
す
る
と
い
う
対
応
を
行
い
ま
す
。
幸
い
に
し

て
、
三
次
地
震
で
は
、
震
度
３
程
度
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
害
発
生
時
の
市
の
対
応
は
？

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
は
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
。

市
の
対
応
は
？

沖
野
総
務
部
長

水
害
は
、
ま
ず
雨
が
降
る
の
で
、
川
の
水
位
や
雲
の

動
き
を
見
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
被
害
が
出
る
か
を
予
測

し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
必
要
が
あ
る
場
合
は
避
難
勧
告

を
行
う
等
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
防
災
計
画
は
？

今
年
度
発
生
し
た
災
害
を
受
け
て
、
市
の
防
災
計
画

は
見
直
し
て
い
る
の
か
？

沖
野
総
務
部
長

地
域
防
災
計
画
は
、
市
だ
け
で
は
な
く
、
警
察
・
ガ

ス
会
社
・
電
力
会
社
・
電
話
会
社
な
ど
を
網
羅
し
た
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
内
容
が

多
岐
に
わ
た
り
、
非
常
に
分
厚
い
も
の
に
な
り
ま
す
の

で
、
全
て
を
み
な
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
行
政
が
取
る
べ
き
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
用

意
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
機
を
見
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
し
て
い
く
な
ど
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
地
震
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
外
に
出
て
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、
逃
げ

遅
れ
て
い
る
人
が
い
な
い
か
、｢

共
助｣

で
対
応
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
は
、
救
助
と
避

難
所
の
開
設
に
力
を
入
れ
ま
す
。
電
話
が
警
察
や
消
防

に
殺
到
し
、
繋
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、

混
乱
も
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
取
っ
て
い
た
だ
く
行
動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
も

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
市
の
連
絡
体
制
は
？

12
月
の
三
次
地
震
の
際
、
振
興
会
へ
は
市
か
ら
連
絡

が
あ
っ
た
が
、
消
防
団
に
は
連
絡
が
な
か
っ
た
と
聞
い

た
。
な
ぜ
か
？

行
森
危
機
管
理
室
長

被
害
の
報
告
は
私
や
本
庁
・
各
支
所
に
連
絡
が
入
る

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
次
地
震
で
は
、
震
度
３
と
い

う
こ
と
で
被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
、

大
き
な
余
震
が
来
れ
ば
、
消
防
団
に
出
動
要
請
を
し
、

被
害
の
状
況
把
握
等
も
同
時
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
三

次
地
震
で
は
、
消
防
団
長
に
対
し
て
、
被
害
報
告
は
な

い
事
を
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
？

安
芸
高
田
市
は
県
内
で
も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
率
が

悪
い
。
高
宮
町
で
起
こ
っ
た
ひ
き
逃
げ
事
件
も
解
決
し

て
お
ら
ず
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
あ
れ
ば
、
犯
人
の
車
を
特

定
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
災
害
発
生
時
も
、
ど

こ
で
ど
の
よ
う
な
被
害
が
出
て
い
る
か
把
握
し
や
す
い

と
思
う
。

沖
野
総
務
部
長

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
で
繋
げ
ば
、

定
点
で
継
続
的
に
監
視
で
き
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
の
抑

止
力
に
繋
が
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
先
般
の
交
通
事

故
の
件
も
あ
り
ま
す
し
、
子
ど
も
へ
の
声
か
け
事
件
が

多
発
し
て
い
る
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
光
フ
ァ
イ
バ

整
備
に
先
駆
け
て
、
何
台
か
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
市
内
に

設
置
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
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テ
ー
マ
①

災
害
に
備
え
て

(

説
明
者
・
行
森
危
機
管
理
室
長)

平
成
23
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
紀
伊
半
島
を
直
撃

し
た
大
型
台
風
、
ま
た
近
い
と
こ
ろ
で
は
三
次
市
を
震

源
と
し
た
地
震
等
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
災

害
は
い
つ
、
ど
う
い
う
形
で
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

①
事
前
の
取
組
み

災
害
発
生
時
の
対
応
に
は
、｢

自
助
・
共
助
・
公
助｣

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、｢

自
助
・
共
助｣

に
つ
い
て

は
、
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
、｢

自
助
・
共
助｣

が
機
能
す
る
た

め
に
は
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て
、
情
報
伝
達
網
の
整

備
や
防
災
訓
練
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
際
に
は
、
市
か

ら
補
助
金
が
出
ま
す
の
で
、
危
機
管
理
室
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
市
は
、
平
成
20
年
に
安
芸
高
田
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
り
、
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
過

去
の
災
害
記
録
な
ど
の
デ
ー
タ
収
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
行
動

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
身
近
な
避
難
場
所
が
あ
る

と
こ
ろ
も
存
在
し
ま
す
。
地
域
で
避
難
場
所
・
避
難
経

路
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
な
の
で
、
是
非
行
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
力
で
避
難
で
き
な
い
方
な
ど
の
事
前
把
握
、

ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
等
の
非
常
持
出
品
の
準
備
な
ど
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
個
人
や
地
域
で
、
災
害

に
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
災
害
が
起
き
た
ら

地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
電
話
回
線

が
込
み
合
っ
て
連
絡
が
取
れ
に
く
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
、
隣
近
所
同
士
の
情
報
伝
達
が

有
効
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
ず
は

｢

自
助｣

を
心

が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
他
の

方
の
手
助
け
が
で
き
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
隣
近
所
で
助

け
合
う

｢

共
助｣

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
地
域
で
逃
げ

遅
れ
た
人
が
い
な
い
か
の
確
認
、
高
齢
者
な
ど
の
避
難

の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
公
的
機
関
だ
け
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
と
い
う
場
合
が
予
想
さ
れ
、
実
際
、
阪

神
淡
路
大
震
災
で
は
、｢

自
助
・
共
助｣

で
助
か
っ
た

方
が
全
体
の
約
98
％
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
災

害
発
生
時
に
は
、｢

自
助
・
共
助｣

を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

平平成成2233年年1122月月1111日日((日日))､､ 昨昨年年度度ままででのの 『『支支所所別別懇懇談談会会』』 にに代代わわるる 『『テテーーママ別別懇懇談談
会会』』 をを新新たたにに開開催催ししままししたた｡｡ ああららかかじじめめ４４つつののテテーーママをを決決めめ市市民民とと行行政政がが対対話話ををすす
るる 『『テテーーママ別別懇懇談談会会』』 ににはは､､ 225500名名のの方方がが出出席席さされれ､､ 安安芸芸高高田田市市ををよよりり良良くくししてていい
くくたためめのの熱熱いい思思いいををぶぶつつけけああいいままししたた｡｡ 当当日日のの議議論論のの内内容容をを報報告告ししまますす｡｡

まちづくりは対話から始まる！
～テーマ別懇談会報告～



5

《｢

新
た
な
通
信
網
の
整
備｣

へ
の
質
問
》

光
フ
ァ
イ
バ
と
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
関
係
は
？

今
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
い
る
が
、
光
フ
ァ
イ
バ
は
そ
れ
と
は
別
物
な
の
か
？

広
瀬
情
報
政
策
課
長

光
フ
ァ
イ
バ
は
市
が
安
芸
高
田
市
全
域
に
整
備
す
る

も
の
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
と
は

全
く
の
別
物
で
す
。

整
備
後
の
運
営
会
社
は
？

整
備
後
の
運
用
・
管
理
を
専
門
の
業
者
に
委
託
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
業
者
は
ど
の
よ
う
な
会
社
か
？

広
瀬
情
報
政
策
課
長

現
在
、
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
後
の
運
営
の
委
託
業
者
を

中
国
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
会
社
と
契
約
す
る
よ

う
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
会
社
は
、
安
芸
高
田

市
に
参
入
す
る
た
め
に
、
北
海
道
な
ど
で
導
入
実
績
の

あ
る
ワ
イ
コ
ム
と
京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
と
い
う
会
社
が
共
同
出
資
し
て
設
立
し
た
も
の
で

す
。
現
在
、
広
島
市
に
本
社
が
あ
り
ま
す
が
、
運
営
の

開
始
ま
で
に
本
社
を
安
芸
高
田
市
に
移
し
、
安
芸
高
田

市
内
か
ら
も
従
業
員
を
雇
用
す
る
予
定
な
ど
、
そ
の
会

社
独
自
の
運
営
を
行
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
と
、
Ｆ
Ｗ
Ａ
方
式
の
違
い

光
フ
ァ
イ
バ
は
、
基
本
的
に
は
幹
線
・
支
線
を
光
フ
ァ

イ
バ
網
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
で
敷
設
し
、
一
部
地
域
は
Ｆ
Ｗ

Ａ
方
式
で
整
備
す
る
と
の
話
だ
っ
た
が
、
こ
の
違
い
は
？

広
瀬
情
報
政
策
課
長

基
本
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
の
幹
線
・
支
線
を

光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
っ
て
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
中
心
部

か
ら
離
れ
た
一
部
地
域
は
、
中
継
局
を
設
け
て
、
受
信

機
を
各
世
帯
の
屋
外
に
置
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ

Ｐ
告
知
端
末
を
利
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
無
線
で
整
備
し

ま
す
。
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
と
Ｆ
Ｗ
Ａ
方
式
の
違
い
は
、
有

線
か
無
線
か
の
違
い
で
、
サ
ー
ビ
ス
に
差
異
は
あ
り
ま

せ
ん
。

有
線
と
無
線
の
ス
ピ
ー
ド
は
？

有
線
と
無
線
で
は
ネ
ッ
ト
速
度
に
差
が
出
る
と
思
う

が
。

広
瀬
情
報
政
策
課
長

光
フ
ァ
イ
バ
網
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、

基
本
的
に
最
大
で
１
０
０
メ
ガ
Ｂ※

Ｐ
Ｓ
と
設
定
し
て
い

ま
す
。
無
線
の
地
域
も
、
そ
れ
に
相
当
す
る
速
度
に
な

る
よ
う
に
設
計
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
お
金
は
？

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
各
世
帯
に
配
布
す
る
際
の
個
人
の

負
担
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
？
ま
た
、
月
別
の
利
用
料
金

は
発
生
す
る
の
か
？

広
瀬
情
報
政
策
課
長

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
は
現
在
の
有
線
放
送
の
代
替
機
器
と

し
て
各
世
帯
に
配
布
す
る
も
の
な
の
で
、
基
本
的
に
は

40
億
円
の
事
業
費
の
中
で
整
備
す
る
計
画
で
い
ま
す
。

設
置
後
の
利
用
料
金
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
行
政
情

報
等
の
利
用
に
関
し
ま
し
て
は
無
料
で
す
。
た
だ
、
農

事
放
送
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
現
在

の
Ｊ
Ａ
の
有
線
放
送
が
月
額
１
、
１
２
０
円
だ
と
把
握

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
下
回
る
価
格
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
Ｊ
Ａ
等

の
関
係
機
関
と
協
議
し
て
、
利
用
料
金
な
ど
を
調
整
し

て
い
き
ま
す
。

停
電
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
？

災
害
発
生
時
は
停
電
も
同
時
に
起
こ
り
う
る
。
停
電

に
な
っ
て
も
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
は
機
能
す
る
の
か
？

広
瀬
情
報
政
策
課
長

現
在
の
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
器
に
は
、
充
電
器
が
つ
い

て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、｢

Ｊ
Ａ
の
有
線
放
送
が

行
っ
て
い
る
火
災
時
の
出
動
、
緊
急
放
送
等｣

に
は
対

応
し
ま
す
が
、
大
規
模
な
災
害
等
で
停
電
が
発
生
し
た

場
合
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
器
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

大
規
模
災
害
時
の
緊
急
放
送
を
ど
う
す
る
か
が
今
後
の

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。(

た
だ
し
、
数
十
分
程

度
の
停
電
で
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
電
源
は
切
れ
ま
せ

ん)※
Ｂ
Ｐ
Ｓ
と
は
、
通
信
回
線
な
ど
の
デ
ー
タ
転
送
速

度
の
単
位
の
事
で
す
。
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テ
ー
マ
②

新
た
な
通
信
網

(

光
フ
ァ
イ
バ)

の
整
備

(

説
明
者
・
広
瀬
情
報
政
策
課
長)

光
フ
ァ
イ
バ
整
備
は
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、
若

者
定
住
、
地
域
及
び
企
業
の
活
性
化
等
、
将
来
に
展
望

の
あ
る
安
芸
高
田
市
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う

も
の
で
す
。
現
在
、
広
島
県
内
23
市
町
の
う
ち
、
光
フ
ァ

イ
バ
未
整
備
の
市
町
は
安
芸
高
田
市
を
含
め
４
市
町
で
、

全
国
的
に
も
８
割
以
上
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

(

人
口

比)

。
①
整
備
方
式

情
報
通
信
網
は
、
基
本
的
に
は
幹
線
・
支
線
を
光
フ
ァ

イ
バ
で
敷
設
し
、
一
部
地
域
は
無
線
に
よ
り
整
備
し
ま

す
。

②
告
知
端
末

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
農
協
有
線
、
防
災
行
政
無
線

の
代
替
機
器
で
、
テ
レ
ビ
電
話
機
能
付
き
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
機
器
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

③
整
備
期
間

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
実
施
設
計
、
平
成
24
年
か
ら
工
事
着
手

す
る
予
定
で
す
。
工
事
は
、
市
内
を
２
つ
に
分
け
、
第

１
工
区
の
吉
田
町
・
八
千
代
町
・
美
土
里
町
・
高
宮
町

か
ら
始
め
、
続
い
て
第
２
工
区
の
甲
田
町
・
向
原
町
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。
工
期
は
２
年
間
で
、
平
成
25
年

度
末
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

④
整
備
事
業
費

40
億
円
で
す
。
国
の
補
助
金
や
、
合
併
特
例
債
を
活

用
し
て
行
う
予
定
で
す
。

⑤
整
備
後
の
運
用
・
管
理

専
門
の
業
者
に
委
託
す
る
、
公
設
民
営
と
し
ま
す
。

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

①
行
政
告
知
サ
ー
ビ
ス

平
常
時
に
は
、
お
く
や
み
放
送
、
行
政
手
続
サ
ー
ビ

ス
等
、
各
種
情
報
を
文
字
や
動
画
な
ど
を
添
付
し
分
か

り
や
す
く
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
等
の
緊
急
放

送
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

②
Ｉ
Ｐ
電
話

テ
レ
ビ
電
話
機
能
が
つ
い
て
い
ま
す
。
市
内
の
告
知

端
末
同
士
の
通
話
は
無
料
で
す
。

③
あ
ん
し
ん
電
話
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
の
一
人
暮
ら
し
世

帯
を
対
象
に
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達
等
を
行
い
ま
す
。

④
農
事
放
送

現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
農
事
放
送
の
、
音
声
に
加
え
、

文
字
や
画
像
等
を
添
付
し
て
、
分
か
り
や
す
く
情
報
提

供
し
ま
す
。

⑤
Ｖ
Ｏ
Ｄ
行
政
情
報
提
供

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
画
面
を
利
用
し
て
、
行
政
情
報
・

議
会
中
継
・
祭
り
や
神
楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

動
画
に
よ
り
提
供
し
ま
す
。

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

超
高
速
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
市
内
全
域
へ
提

供
し
ま
す
。

⑦
Ｉ
Ｐ－

Ｖ
Ｐ
Ｍ(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線)

サ
ー
ビ
ス

法
人
向
け
に
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
設
け
、

企
業
誘
致
や
市
内
企
業
等
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
整
備
は
、
時
間
的
・
空
間
的
な
制
約
を

克
服
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
活
用
で
き
る
能
力
は
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
各
地
域
で
内
容
等
の

説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

(｢

新
た
な
通
信
網

(

光
フ
ァ
イ
バ)

の
整
備｣

に
関

し
ま
し
て
は
、
広
報
あ
き
た
か
た
２
０
１
１
年
12
月
号

を
ご
参
照
く
だ
さ
い)
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に
も
、
市
が
率
先
し
て
動
く
べ
き
だ
。
市
の
公
用
車
に

神
楽
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ラ
ッ
プ
を
施
し
て
、
動
く
広
告
塔
と

し
て
神
楽
の
里
安
芸
高
田
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
？

竹
本
企
画
振
興
部
長

現
在
、
市
で
も
神
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
よ

り
年
間
約
１
５
０
回
の
神
楽
公
演
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
関
係
も
あ
っ
て
、
色
々
な
旅
行
代
理
店
な
ど
と
連

携
し
、
Ｐ
Ｒ
も
進
め
て
い
ま
す
。
県
庁
・
近
隣
の
市
役

所
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
は
安
芸
高
田
市
の
神
楽
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
く
手
法
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
あ
り
ま

し
た
、
公
用
車
等
を
利
用
す
る
と
い
う
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
ま
す
。

北
広
島
町
と
連
携
し
て
は
？

北
広
島
町
の

｢

壬
生
の
花
田
植｣

が
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
さ
ら
に
北
広
島
町

は
千
代
田
の
道
の
駅
に
神
楽
殿
を
作
っ
て
観
光
振
興
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
構
想
が
あ
る
と
も
聞
く
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
安
芸
高
田
市
へ
の
来
訪
者
が
北
広
島
町
に
流

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
危
惧
し
て
い
る
。
い
っ

そ
の
こ
と
、
北
広
島
町
と
観
光
振
興
で
連
携
し
て
、
広

域
的
に
観
光
客
が
増
え
る
よ
う
に
し
て
み
て
は
ど
う
か
？

竹
本
企
画
振
興
部
長

北
広
島
町
で
も
神
楽
を
中
心
と
し
た
振
興
策
を
考
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
安

芸
高
田
市
の
よ
う
に
市
内
全
神
楽
団
が
ま
と
ま
っ
て
、

神
楽
門
前
湯
治
村
で
公
演
を
行
う
と
い
う
よ
う
な
形
に

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田

市
内
の
22
の
全
神
楽
団
が
ま
と
ま
っ
て
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
強
み
で
あ
り
、

神
楽
団
に
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
然
、
安
芸

高
田
市
だ
け
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
は
な
く
、
広
域
的
な
振
興

も
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
北
広
島
町
・
三

次
市
な
ど
近
隣
の
市
町
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
取

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

郡
山
城
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
の
Ｐ
Ｒ

毛
利
元
就
の
居
城
で
あ
る
郡
山
城
は
、｢

日
本
百
名

城｣

に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
ア
ク
セ
ス
方
法
を
調
べ
る
と
、
近
く
の
駅
が

Ｊ
Ｒ
の
吉
田
口
と
表
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

郡
山
城
は
、
バ
ス
や
車
で
来
れ
ば
便
利
の
い
い
と
こ
ろ

だ
が
、
Ｊ
Ｒ
だ
と
吉
田
口
は
遠
い
の
で
非
常
に
不
便
で

あ
る
。
せ
っ
か
く
楽
し
み
に
し
て
安
芸
高
田
市
を
訪
れ

た
観
光
客
が
不
満
を
感
じ
る
。
安
芸
高
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
言
っ
て
も
、
丁
寧
な
Ｐ
Ｒ
を
し
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。『

郡
山
城
を
訪
れ
た
い
方
は
Ｊ
Ｒ
で
は
な
く
バ

ス
や
車
が
便
利
で
す
。』

と
い
う
情
報
を
旅
行
代
理
店

な
ど
に
も
ち
ゃ
ん
と
流
す
べ
き
だ
。

竹
本
企
画
振
興
部
長

Ｐ
Ｒ
等
の
情
報
発
信
に
関
し
ま
し
て
は
、
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
含
め
、
旅
行
代
理
店

な
ど
に
も
丁
寧
な
情
報
を
流
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
観
光
協
会
の
よ
う
な
核

と
な
る
機
関
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
も
検
討
し
な
が
ら
、
正
確
な
情
報
の
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
創
造
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
数
字
的
に
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
？

未
来
創
造
事
業
も
そ
う
だ
が
、
市
の
事
業
を
行
う
こ

と
で
、
人
口
減
少
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。
具
体
的
に
数
字
で
示
し
て
ほ
し
い
。

竹
本
企
画
振
興
部
長

合
併
当
初
、
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
策
定
時
に
、
市

は
合
併
10
年
後
の
人
口
推
計
を
３
万
５
、
０
０
０
人
と

し
て
市
の
活
性
化
の
た
め
様
々
な
事
業
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
国
の
推
計
、
広
島
県
の
推

計
で
は
、
３
万
人
を
切
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
に
安
芸
高
田
市
後

期
基
本
計
画
と
い
う
も
の
を
策
定
し
、
目
標
値
を
３
万

１
、
０
０
０
人
と
定
め
て
、
人
口
減
対
策
を
含
め
た
あ

ら
ゆ
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
後
期
基
本
計
画
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
ま
た
議
会
に
も
報

告
し
て
い
ま
す
。
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テ
ー
マ
③

安
芸
高
田
市

未
来
創
造
事
業

(

説
明
者
・
山
平
政
策
企
画
課
長)

近
年
、
日
本
で
は
、
急
激
な
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

ま
す
。
特
に
地
域
に
お
け
る
若
者
の
減
少
は
地
域
活
力

の
低
下
を
招
く
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は

安
芸
高
田
市
も
例
に
漏
れ
ま
せ
ん
。

市
は
、
本
年
度
か
ら
、
地
域
資
源
で
あ
る

｢

神
楽｣

と

｢

毛
利
元
就
に
ま
つ
わ
る
歴
史
遺
産｣

を
活
用
し
た

観
光
振
興
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口
を
増

や
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
最
終
的

に
は
雇
用
の
確
保
や
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
す
未
来

創
造
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
安
芸
高
田
市
へ
の
来
訪
者
の
増
加

神
楽
と
毛
利
元
就
に
ま
つ
わ
る
歴
史
遺
産
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

広
島
県
は
全
国
で
も
屈
指
の
神
楽
ど
こ
ろ
で
す
。
出

雲
・
石
見
の
流
れ
を
く
む
芸
北
神
楽
、
と
り
わ
け
戦
後

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
成
長
し
て
き
た
創
作
神
楽
、

い
わ
ゆ
る
新
舞
発
祥
地
は
安
芸
高
田
市
で
す
。
新
舞
は

演
劇
性
が
高
く
、
分
か
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の

人
を
魅
了
し
て
お
り
、
観
光
振
興
、
地
域
活
性
化
の
観

点
か
ら
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は

22
の
神
楽
団
が
存
在
し
、
安
芸
高
田
市
神
楽
協
議
会
の

協
力
を
得
て
、
本
年
度
、
神
楽
門
前
湯
治
村
で
年
間
約

１
５
０
回
の
定
期
公
演
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
７
月
に
は
、｢

第
一
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子

園｣

を
開
催
し
、
好
評
を
博
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
毛
利
元
就
は
戦
国
時
代
を
代
表
す
る
武
将
で

あ
り
、
平
成
９
年
に
大
河
ド
ラ
マ

｢

毛
利
元
就｣

が
放

映
さ
れ
た
際
、
期
間
限
定
で
設
置
さ
れ
た

｢

元
就
村｣

に
50
万
人
の
来
場
が
あ
っ
た
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
郡
山
城
は
、
平
成
18
年
に
日
本
城
郭
協
会
か
ら

日
本
百
名
城
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
文
化
的
・
学
術
的
に

も
価
値
が
高
く
、
毛
利
元
就
の
歴
史
遺
産
は
非
常
に
高

い
集
客
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
等
の
来
訪
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
関
係
団
体
等
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

②
生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み

市
内
の
産
直
市
等
で
特
産
品
を
販
売
し

(

地
産
地
消

を
推
進
し)

、
商
品
数
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

来
訪
者
に
特
産
品
を
買
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

農
産
物
等
に
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事
業
団
や
Ｊ
Ａ
広
島

北
部
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、｢

あ
き
た
か
た
の
た
か

ら｣

や

｢

三
矢
ブ
ラ
ン
ド｣
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
観
光
交
流

施
設
で
の
販
売
や
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
販
路
の
拡
大
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
消
費
額
が
増
加

す
れ
ば
、
地
域
経
済
が
活
性
化
し
、
生
産
者
の
所
得
向

上
や
新
た
な
雇
用
に
も
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
生
産
者
の
所
得
向
上
に
よ
る
若
者
流
出
の
抑
制
・
定

住
者
の
獲
得

ブ
ラ
ン
ド
化
や
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

農
産
物
等
を
生
産
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
規
模
な
市
の
農
業
を
再
構
築
す

る
た
め
、
集
落
法
人
化
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
次

世
代
を
担
う
農
業
後
継
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。以

上
述
べ
て
参
り
ま
し
た
取
組
み
は
、
若
者
た
ち
に

と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
の
醸
成
に

繋
が
り
、
安
芸
高
田
市
で
生
活
し
よ
う
と
い
う
意
欲
を

喚
起
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
う
し
た
一
連
の
取
組
み
を
通
し
て
、
地
域
を
活
性

化
さ
せ
、
定
住
人
口
を
増
や
し
、
人
口
減
に
歯
止
め
を

か
け
る
。
こ
れ
が
、
安
芸
高
田
市
行
政
の
部
局
を
越
え

て
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

｢

未
来
創
造
事
業｣

で

す
。

(｢

安
芸
高
田
市
未
来
創
造
事
業｣

に
関
し
ま
し
て
は
、

今
後
、
広
報
あ
き
た
か
た
に
詳
し
く
掲
載
す
る
予
定
で

す)《｢

安
芸
高
田
市
未
来
創
造
事
業｣

へ
の
質
問
》

市
の
公
用
車
で
神
楽
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
？

全
国
に
向
け
て
安
芸
高
田
市
を
発
信
し
て
い
く
た
め
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し
ま
し
て
は
、
現
在
、
安
芸
高
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

教
育
委
員
会
・
教
育
総
務
課｣

に
掲
載
し
て
い
ま
す)

《｢

学
校
規
模
適
正
化
推
進
計
画｣

へ
の
質
問
》

中
学
校
統
合
後
の
設
置
場
所
は
？

中
学
校
が
市
内
２
校
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
設

置
す
る
場
所
は
だ
い
た
い
ど
の
あ
た
り
を
考
え
て
い
る

か
？

沖
野
教
育
次
長

中
学
校
の
学
校
規
模
適
正
化
推
進
計
画
は
、
通
学
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
道
路
網
の
整
備
や
、

ク
ラ
ブ
活
動
等
を
す
る
た
め
の
寮
の
設
置
な
ど
も
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
中
学
校
の
学
校
規
模

適
正
化
推
進
計
画
に
つ
い
て
は
、
方
向
性
を
示
し
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
実
際
の
配
置
場
所
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
く
の
白
紙
の
状
態
で
す
。
小
学
校
の
学
校
規
模

適
正
化
推
進
計
画
が
完
了
し
て
か
ら
、
様
々
な
ご
意
見

を
伺
っ
て
、
更
に
検
討
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
小
学
校
の
統
合
に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、

位
置
と
し
て
は
基
本
的
に
は
現
在
あ
る
施
設
を
統
合
校

と
し
て
利
用
す
る
考
え
で
す
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

テ
ー
マ
別
懇
談
会
で
は
、
テ
ー
マ
に
設
定
さ
れ
て
い

な
い
事
柄
に
つ
い
て
も
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
報

告
し
ま
す
。

環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

環
境
基
本
計
画
を
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
？

新
川
市
民
部
長

平
成
22
年
度
、
市
は
安
芸
高
田
市
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
そ
れ
を
具
体
化
し
て
い
く
段

階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
環
境
基
本
計
画
の
推
進

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
団
体
が
少
な
く
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
課
題
も
出
て
い
ま
す
。
今
後
、
水
辺
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
環
境
に
興
味

を
も
た
れ
た
方
を
募
集
し
、
推
進
の
母
体
と
な
る
よ
う

な
組
織
団
体
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

｢

市
民
と
行
政
が
奏
で
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り｣

を
目
指
し
て

｢

テ
ー
マ
別
懇
談
会｣

は
、
昨

年
度
ま
で
開
催
し
て
い
た

｢

支
所

別
懇
談
会｣

に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
今
年
度
初
め
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。

参
加
さ
れ
た
市
民
の
方
々
は
、

こ
の
初
め
て
の
取
組
み
に
ど
の
よ

う
な
感
想
を
抱
か
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
当
日
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

良
か
っ
た
点

・
夜
間
の
開
催
か
ら
昼
間
の
開
催

に
な
っ
て
良
か
っ
た
。

・
６
会
場
か
ら
１
会
場
に
な
っ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

・
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
た
め
、
深
い

話
が
で
き
た
。

・
市
民
か
ら
の
質
問
に
回
答
す
る

形
は
基
本
だ
が
、
一
番
分
か
り

や
す
い
と
思
う
。

良
く
な
か
っ
た
点

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
す
る

な
ど
し
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

・
若
年
層
の
参
加
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
対
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
テ
ー
マ
を
前
も
っ
て
知
ら
せ
、

さ
ら
に
、
資
料
を
事
前
に
配
布

す
る
べ
き
だ
。

・
自
動
車
が
な
い
人
は
参
加
し
づ

ら
い
の
で
、
年
に
２
回
ぐ
ら
い
、

各
町
持
ち
回
り
で
開
催
す
る
べ

き
だ
。

今
回
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
総
数
１

３
０
の
内
の
ご
く
一
部
で
す
。
他

に
も
課
題
等
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
当
日
の

ご
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
更
に
市

民
の
方
々
が
参
加
し
や
す
い｢

懇

談
会｣

、
ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
施
策
を
行
う
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
方
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
て
い
た
だ
い
た
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
の
、

テ
ー
マ
別
懇
談
会
に
点
数
を
つ
け

る
と
す
れ
ば
？

(

10
点
満
点)

と
い
う
質
問
へ
の
回
答
は
、

・
平
均
７
・
０
点

(

最
小
３
点
・
最
大
10
点)

で
し
た
。

8

テ
ー
マ
④

安
芸
高
田
市
学
校
規
模

適
正
化
推
進
計
画

(

説
明
者
・
佐
々
木
教
育
総
務
課
長)

安
芸
高
田
市
は
人
口
減
少
が
進
み
、
学
校
現
場
で
も

平
成
16
年
に
１
、
７
３
５
名
だ
っ
た
小
学
校
の
児
童
数

が
、
平
成
23
年
に
は
１
、
４
７
４
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

更
に
言
え
ば
、
平
成
28
年
に
は
１
、
３
２
９
名
と
推
測

さ
れ
、
児
童
・
生
徒
の
減
少
に
ど
う
対
応
す
る
か
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。

平
成
21
年
６
月
に
、
保
護
者
代
表
、
地
域
代
表
の
方

を
中
心
と
し
た
23
名
の

｢

学
校
規
模
適
正
化
委
員｣

を

委
嘱
し
、
少
子
化
時
代
で
も
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
、

小
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
配
置
に
つ
い
て
諮
問
し
ま

し
た
。
委
員
会
に
お
い
て
は
、
学
校
現
場
の
視
察
や
９

回
に
わ
た
る
協
議
を
重
ね
る
中
で
、｢

人
間
関
係
の
固

定
化
を
避
け
、
よ
り
多
様
な
関
わ
り
の
中
で
お
互
い
を

刺
激
し
合
い
、
部
活
動
や
集
団
活
動
に
広
い
選
択
を
取

り
入
れ
ら
れ
る
、
ク
ラ
ス
替
え
の
可
能
な
１
学
年
複
数

学
級
、
１
学
級
に
関
し
て
は
20
〜
30
名
の
児
童
数｣

が

望
ま
し
い
学
校
規
模
で
は
な
い
か
と
い
う
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
推
進
計
画
は
、
市
長
を
推
進
本
部

長
と
す
る｢

学
校
規
模
適
正
化
推
進
本
部｣

に
お
い
て
、

答
申
の
内
容
を
具
体
化
し
た
も
の
で
す
。

①
小
学
校
の
配
置
計
画

人
口
減
少
が
進
む
こ
と
で
、
現
在
市
内
で
は
２
校
あ

る
複
式
学
級
が
、
平
成
28
年
度
に
は
５
校
に
な
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
複
式
学
級
の
児
童
数
で
も
、

広
島
県
の
加
配
措
置
に
よ
り
単
式
学
級
の
ま
ま
で
い
ら

れ
る
学
校
が
２
校
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
複
式
学
級
を
解

消
す
る
た
め
、
吉
田
小
・
美
土
里
小
・
向
原
小
は
現
状

の
ま
ま
で
、
吉
田
町
で
は
可
愛
小
・
郷
野
小
を
、
八
千

代
町
で
は
根
野
小
・
刈
田
小
を
、
高
宮
町
で
は
川
根
小
・

船
佐
小
・
来
原
小
を
、
甲
田
町
で
は
甲
立
小
・
小
田
小
・

小
田
東
小
を
統
合
し
、
概
ね
各
町
に
１
校
ほ
ど
に
す
る

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

学
校
統
合
後
の
小
学
校
の
配
置
で
す
が
、
吉
田
小
・

美
土
里
小
・
向
原
小
は
現
状
の
ま
ま
。
吉
田
町
の
可
愛

小
・
郷
野
小
は
現
在
の
可
愛
小
の
位
置
に
、
八
千
代
町

は
現
在
の
根
野
小
に
、
高
宮
町
は
現
在
の
船
佐
小
に
、

甲
田
町
は
現
在
の
甲
立
小
の
位
置
に
と
、
統
合
す
る
考

え
で
い
ま
す
。

②
中
学
校
の
配
置
計
画

１
学
年
複
数
学
級
、
１
学
級
が
20
〜
30
名
程
度
の
学

校
に
す
る
た
め
に
は
、
市
内
２
中
学
校
が
適
正
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
具
体
的
な
配
置
は
、
小
学
校
の
実
施
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
。

③
計
画
の
推
進
期
間

平
成
23
年
度
を
起
点
と
し
、
平
成
27
年
ま
で
の
５
年

間
を
推
進
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
具
体
化
へ
向
け
て
考
慮
す
べ
き
事
項

①
通
学
条
件
の
整
備

小
学
校
は
４
㎞
以
内
、
中
学
校
は
６
㎞
以
内
の
通
学

距
離
が
適
切
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
は
40

分
以
内
、
中
学
校
は
１
時
間
以
内
を
目
途
と
し
、
遠
距

離
通
学
の
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
生
活
交
通
の
利

用
も
し
く
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
で
対
応
す
る
考
え

で
す
。

②
教
育
条
件
の
整
備

１
学
級
30
名
以
上
の
学
級
が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

(

複

数
指
導)

の
実
施
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
指
導
の
た
め

に
教
育
条
件
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

③
学
校
施
設
の
利
活
用

地
域
の
方
の
意
向
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
学
校
規
模

の
適
正
化
と
並
行
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
計
画
の
円
滑
な
推
進

計
画
を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
保
護
者
の
方

や
地
域
の
方
と

｢

児
童
・
生
徒
を
中
心
に
す
え
た｣

協

議
を
進
め
、
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
具
体
化
に
向
か
っ
て
は
保
護
者
、
地
域
の
方
、
教

師
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

｢

準
備
委
員
会｣

を
設
置

し
、
学
校
の
名
前
、
校
章
等
を
調
整
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

(｢

安
芸
高
田
市
学
校
規
模
適
正
化
推
進
計
画｣

に
関
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旧
向
原
町
時
代
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
、

合
併
協
定
の
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て

い
た

｢

向
原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー｣

の
建
設
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

住
民
の
多
様
な
地
域
活
動
や
多
世
代

の
交
流
・
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
住
民

一
人
ひ
と
り
の
人
間
性
豊
か
な
生
活
を

創
造
し
、
向
原
町
の
元
気
で
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
先
導
す
る
施

設
を
め
ざ
し
、
平
成
24
年
度
に
お

い
て
着
工
す
る
予
定
で
す
。

施
設
概
要

こ
の
施
設
は
、
既
存
の
若
者
セ
ン
タ
ー

の
内
部
を
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
図
書
館
と

研
修
室
等
に
改
修
し
、
新
設
す
る
ホ
ー

ル
と
併
せ
、
一
体
の
施
設
と
し
て
整
備

す
る
も
の
で
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

待
望
の
向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
着
工
へ

ホール側 外観若者センター側 外観

現
在
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
集
客
の
確
保

及
び
採
算
性
の
向
上
や
、
施
設
機
能
等

の
再
検
討
結
果
を
踏
ま
え

｢

健
康
・
癒

し
の
里｣

と
し
て
、
平
成
24
年
度
に
お

い
て
新
た
に
建
替
え
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
推
進
に
伴
い
、
現

在
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、

本
年
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
に
閉
鎖
し
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
及

び
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
引
き
続
き
営

業
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

施
設
概
要

こ
の
施
設
は
、
情

報
案
内
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
休
息
、
特
産
品

販
売
、
宴
会
及
び
研

修
機
能
に
特
化
さ
せ

た
土
師
ダ
ム
周
辺
の

コ
ア
施
設
と
し
て
整

備
す
る
も
の
で
、
そ

の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、

風
呂
及
び
宿
泊
機
能

に
つ
い
て
は
、
採
算

性
の
観
点
か
ら
整
備

し
な
い
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

延床面積､
構 造

約820㎡､ 鉄骨造り平屋建て

配 置 前面の道路や土師大橋に正対

主要機能

特産品等の売り場

レストラン (52席程度)

会食室兼研修室 (80人程度収容)

駐車場 (90台程度 うち思いやり
駐車場2台)

ロビー

自転車をイメージした目を引く外観

土
師
ダ
ム
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

構 造 鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 (２階建て)
延べ床面積 全体 約3,460㎡ (うち新設部分約2,470㎡)

主要機能

ホ ー ル 約360㎡

席 数 １階 (可動席312席､ イス66席) ２階 (固定席72席) 合計450席
その他 (親子室２部屋計11席､ 車いす席７)

１階ホワイエ 約190㎡
ホール側研修室等 約50㎡､ 85㎡の２室 (間仕切開閉により一体利用可) 控室１室
若者センター研修室 １階 (調理兼用､ 和室､ 防音室２室 計４室) ２階 (２室)
図 書 館 約230㎡､ 蔵書数約13,000冊
ギャラリー 約75㎡
事 務 室 若者センター図書館に隣接して設置
エレベーター ２ヶ所 (若者センター側､ ホール側)
来客用駐車場 130台程度 (うち思いやり駐車場７台)

(※画像は全てイメージ画像です)

10

(仮称)向原町生涯学習センター
(仮称)土師ダムサイクリングターミナル 基本設計が完了しました！
(仮称)安芸高田市葬斎場
懸案の上記３事業の設計業務遂行に際し､ 広く市民や学識経験者の意見を反映す
るために設置した ｢基本設計検討委員会｣ での議論を経て､ 先般それぞれ基本設計
をとりまとめましたので､ その概要をお知らせします｡ 現在､ いずれも工事着手に
向け詳細の実施設計業務を進めています｡

 
 
 

 
 
 

旧
６
町
に
共
通
し
た
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
ま
し
た

｢

葬
斎
場｣

建
設
は
、
周

辺
地
域
の
住
民
の
建
設
に
対
す
る
ご
理

解
を
得
、
現
在
敷
地
造
成
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て
本
体

工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

施
設
概
要

こ
の
施
設
は
、
厳
粛
さ
の
中
に
も
心

癒
さ
れ
る
静
寂
感
と
安
堵
感
に
包
ま
れ

た
施
設
と
し
て
、
ま
た
近
年
の
多
様
な

市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
通
夜
、
葬
儀
、

火
葬
に
対
応
さ
せ
る
と
と
も
に
、
動
物

専
用
の
火
葬
設
備
も
併
せ
て
整
備
す
る

も
の
で
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

急
が
れ
る
葬
斎
場
建
設

施設全体に大屋根をかけ､ 建物全体が一体化した ｢丘｣ となり､ 山並に溶け込むイメージ

構 造 鉄筋コンクリート造､ 一部大断面集成材２階建て

延 べ
床面積

約2,260㎡

主要機能

式 場 等
式場80人収容 (ロビーを含め最大150人程度)
遺族控え室 (８＋８畳)､ 僧侶控室､ 講中控室､
業者控室

火 葬 炉
人体炉３基＋予備炉１基､
動物炉及び汚物炉各１基

待合い個室 洋室22畳＋小上がり和室６畳 ２室

やすらぎホール ソファー24席

霊 安 室 冷蔵霊安設備１体分

お 別 れ 室 予備炉を含む４基の炉に対し各々整備

駐 車 場
60台程度 (マイクロバス４台､ 思いやり駐車
場３台含む)
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八
千
代
第
３
・
団
員

大
上

英
樹

美
土
里
第
１
・
団
員

中
迫

大
介

美
土
里
第
１
・
団
員

中
迫

史
明

美
土
里
第
２
・
団
員

四
十
山
義
治

美
土
里
第
２
・
団
員

中
村

聰

美
土
里
第
３
・
団
員

桜
尾

宏
章

美
土
里
第
３
・
団
員

高
松

大
介

美
土
里
第
３
・
団
員

小
笠
原

諭

美
土
里
第
３
・
団
員

佐
伯

隆
昭

高
宮
機
動
・
部
長

藤
本

悦
志

高
宮
第
３
・
団
員

宮
本

伸
己

高
宮
第
５
・
団
員

難
波

隆
宏

甲
田
第
１
・
班
長

富
士
原
英
基

甲
田
第
６
・
団
員

沖
田

伸
二

向
原
機
動
・
班
長

金
川

佳
寛

向
原
第
１
・
班
長

寺
川

壮
太

向
原
第
１
・
団
員

己
斐

清
文

向
原
第
１
・
団
員

舩
川

順
司

向
原
第
２
・
団
員

岩
崎

開

向
原
第
２
・
団
員

檜
山

貴
治

元
高
宮
第
６
・
団
員

米
田

辰
彦

10
年
以
上
勤
続
章

高
宮
第
３
・
副
分
団
長

住
近

一
則

吉
田
機
動
・
団
員

廣
西

章
史

吉
田
第
１
・
団
員

津
森

卓
也

吉
田
第
２
・
団
員

吉
見

正
弘

吉
田
第
２
・
団
員

世
羅

敦

吉
田
第
８
・
団
員

毛
利

輝
秋

吉
田
第
８
・
団
員

大
瀬
音

学

八
千
代
第
１
・
団
員

山
根

正
祥

八
千
代
第
２
・
団
員

槇
原

誠

八
千
代
第
２
・
団
員

田
中

哲
也

八
千
代
第
３
・
団
員

岡
本

省
司

八
千
代
第
４
・
団
員

日
南

法
啓

美
土
里
第
１
・
班
長

高
橋

修

美
土
里
第
１
・
団
員

菊
池

進

美
土
里
第
２
・
団
員

西
本

英
二

美
土
里
第
３
・
団
員

西
本

憲
弘

高
宮
第
１
・
団
員

荒
川

裕

高
宮
第
２
・
団
員

秋
國

光
宏

高
宮
第
３
・
団
員

武
部

弘
典

高
宮
第
３
・
団
員

板
舛

信
幸

高
宮
第
４
・
団
員

柳
川
美
樹
夫

高
宮
第
５
・
団
員

深
井

智
明

高
宮
第
６
・
団
員

中
原

秀
司

甲
田
機
動
・
団
員

岡
山

一
則

甲
田
第
１
・
団
員

藤
原

稔
加

甲
田
第
３
・
団
員

篠
塚

康
典

甲
田
第
３
・
団
員

寺
尾

和
也

甲
田
第
４
・
団
員

大
前

秀
治

向
原
機
動
・
班
長

中
浦

正
雄

向
原
機
動
・
団
員

山
崎

雄
史

向
原
第
１
・
班
長

徳
武

克
彦

向
原
第
１
・
団
員

小
島

佳
宏

向
原
第
１
・
団
員

兼
光

誠
吾

向
原
第
２
・
団
員

大
田

雄
司

向
原
第
２
・
団
員

川
口

隆

向
原
第
２
・
団
員

森
竹

和
孝

向
原
第
３
・
団
員

松
田

浩
幸

向
原
第
４
・
団
員

先
川

昌
利

向
原
第
４
・
団
員

越
智

玄
雄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
年
以
上
勤
続
章

美
土
里
第
４
・
団
員

城
美

政
憲

吉
田
第
１
・
団
員

大
田
雄
一
郎

吉
田
第
１
・
団
員

吉
田
大
二
郎

吉
田
第
４
・
団
員

栗
本

直
人

吉
田
第
６
・
団
員

森
近

修
司

八
千
代
第
１
・
団
員

大
薗

亮
一

八
千
代
第
１
・
団
員

山
形

裕
志

八
千
代
第
２
・
団
員

永
井

達
也

美
土
里
第
１
・
団
員

斎
藤

伸
也

美
土
里
第
２
・
団
員

小
丸

満
之

美
土
里
第
２
・
団
員

中
村

慎
吾

美
土
里
第
４
・
団
員

佐
藤

勝
也

高
宮
第
３
・
団
員

桑
岡

明

高
宮
第
４
・
団
員

世
羅

義
孝

高
宮
第
４
・
団
員

廣
田

聖
二

高
宮
第
５
・
団
員

佐
々
田

誠

高
宮
第
５
・
団
員

石
樵

和
貴

甲
田
機
動
・
団
員

木
山

誠

甲
田
機
動
・
団
員

今
村

佳
岳

甲
田
第
２
・
団
員

横
山

和
好

甲
田
第
２
・
団
員

吉
田

健
一

甲
田
第
２
・
団
員

水
野

高
則

(

所
属
・
元
階
級
・
氏
名
・
勤
続
年
数)

 
 
 
 
 

市
長
感
謝
状

(

平
成
23
年
12
月
31
日
退
団)

市
消
防
団
本
部
・
団
長

佐
々
木
義
明
43
年

団
長
感
謝
状

(

平
成
23
年
12
月
31
日
退
団)

市
消
防
団
本
部
・
副
団
長

宮
岡

泰
之
34
年

美
土
里
本
部
・
副
団
長

西
本

良
基
33
年

吉
田
第
２
・
分
団
長

吉
見

克
彦
18
年

吉
田
第
２
・
団
員

山
崎

輝
夫
11
年

吉
田
第
２
・
団
員

佐
々
木

武
14
年

吉
田
第
３
・
団
員

下
土
居

強
26
年

吉
田
第
５
・
団
員

武
田

秀
樹
10
年

吉
田
第
８
・
団
員

河
野

正
治
32
年

八
千
代
第
２
・
分
団
長

川
口

正
晴
22
年

八
千
代
第
３
・
部
長

森
本

洋
二
26
年

八
千
代
第
４
・
団
員

事
崎

一
弘
21
年

八
千
代
第
４
・
団
員

玉
川

一
宏
11
年

美
土
里
第
１
・
団
員

岡
 

衛
27
年

美
土
里
第
１
・
団
員

岡
 

信
25
年

美
土
里
第
１
・
班
長

岩
倉

信
之
26
年

美
土
里
第
１
・
団
員

山
平

修
16
年

美
土
里
第
２
・
分
団
長

上
野

智
明
29
年

美
土
里
第
２
・
部
長

下
田

数
芳
28
年

美
土
里
第
３
・
部
長

畠
田

康
信
37
年

美
土
里
第
３
・
団
員

小
笠
原
義
和
17
年

美
土
里
第
３
・
団
員

山
岡
佐
智
雄
18
年

美
土
里
第
４
・
団
員

佐
島

雅
彦
33
年

美
土
里
第
４
・
団
員

林

法
和
24
年

美
土
里
第
４
・
団
員

野
神

範
明
24
年

美
土
里
第
４
・
団
員

 
杉

清
三
20
年

美
土
里
第
４
・
団
員

山
田

浩
15
年

高
宮
第
３
・
団
員

行
森

俊
荘
23
年

高
宮
第
６
・
団
員

米
田

辰
彦
12
年

甲
田
第
２
・
分
団
長

水
野

愼
介
26
年

甲
田
第
３
・
班
長

永
田

寿
司
27
年

甲
田
第
５
・
団
員

中
井
丈
二
郎
36
年

甲
田
第
６
・
分
団
長

小
城

義
信
25
年

向
原
第
１
・
分
団
長

石
見

正
志
33
年

向
原
第
３
・
部
長

柿
林

浩
次
28
年

向
原
第
４
・
団
員

益
原

睦
三
27
年

向
原
第
４
・
班
長

小
野

賢
治
19
年

向
原
第
４
・
団
員

先
川

泰
弘
９
年

消
防
団
協
力
事
業
所
に

感
謝
状
贈
呈

消
防
団
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

消
防
団
協
力
事
業
所

(

届
出
順)

・
ユ
ニ
ッ
ク
広
島
販
売
株
式
会
社

・
ミ
サ
ワ
環
境
技
術
株
式
会
社

・
未
来
工
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社
や
ま
び
こ

広
島
工
場

・
株
式
会
社

武
田
建
設

12

(

所
属
・
階
級
・
氏
名)

※
所
属
は
略
称
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 

永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員

八
千
代
本
部
・
副
団
長

松
本

英
治

美
土
里
第
４
・
分
団
長

的
場

巌

甲
田
第
５
・
副
分
団
長

岡
本

一
也

吉
田
第
８
・
部
長

中
田

義
和

吉
田
機
動
・
部
長

西
川

公
夫

甲
田
第
５
・
部
長

前
川

敏
成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
別
功
績
章

市
消
防
団
本
部
・
副
団
長

新
田

巧

吉
田
本
部
・
副
団
長

島
廣

正
行

甲
田
第
５
・
分
団
長

藤
川

久
幸

高
宮
第
１
・
分
団
長

渡
邊

正
明

吉
田
第
３
・
副
分
団
長

俵

秀
樹

功
績
章

向
原
本
部
・
分
団
長

児
玉

正
俊

吉
田
本
部
・
分
団
長

見
附

泰
信

向
原
本
部
・
分
団
長

佐
伯

吉
宏

吉
田
第
７
・
分
団
長

今
谷

敏
昭

25
年
以
上
勤
続
章

市
消
防
団
本
部
・
副
団
長

角
保

雅
史

吉
田
第
１
・
団
員

吉
井

清
樹

吉
田
第
５
・
団
員

野
川

栄
治

吉
田
第
６
・
部
長

井
上

政
信

吉
田
第
８
・
団
員

西
岡

保
典

美
土
里
第
１
・
団
員

下
原

英
治

美
土
里
第
２
・
班
長

岩
村

好
治

美
土
里
第
２
・
班
長

立
川

就
彦

美
土
里
第
２
・
団
員

立
川

輝
明

美
土
里
第
４
・
団
員

大
道

武
司

高
宮
第
１
・
団
員

新
出

幹
雄

高
宮
第
２
・
分
団
長

住
吉

主
税

高
宮
第
２
・
団
員

上
杉

浩
二

甲
田
第
１
・
分
団
長

太
田

良
治

甲
田
第
３
・
副
分
団
長

竹
本

和
道

甲
田
第
３
・
部
長

山
 

俊
夫

甲
田
第
６
・
団
員

沖
川

眞

向
原
機
動
・
分
団
長

白
砂

民
夫

元
美
土
里
第
１
・
団
員

岡
 

信

元
甲
田
第
６
・
分
団
長

小
城

義
信

20
年
以
上
勤
続
章

高
宮
第
５
・
副
分
団
長

本
清

秀
則

吉
田
第
２
・
班
長

今
田

充
重

吉
田
第
３
・
班
長

菅
原

幹
夫

吉
田
第
５
・
団
員

新
道

昌
浩

吉
田
第
６
・
団
員

土
井

仁
司

吉
田
第
８
・
団
員

金
子

収

八
千
代
第
１
・
部
長

向
井

博
昭

八
千
代
第
３
・
団
員

竹
本

誠

美
土
里
第
２
・
団
員

佐
々
木
基
晴

美
土
里
第
２
・
団
員

石
川

直
樹

美
土
里
第
３
・
班
長

定
岡

晴
雄

美
土
里
第
３
・
団
員

貞
国
洋
次
郎

美
土
里
第
４
・
団
員

折
田

明
彦

美
土
里
第
４
・
班
長

城
美

勝
彦

高
宮
第
１
・
班
長

中
川

雅
彦

高
宮
第
３
・
団
員

田
桑

智
教

甲
田
第
２
・
班
長

下
岡

隆
士

甲
田
第
２
・
班
長

喜
連
川

任

甲
田
第
６
・
班
長

國
廣

尊
則

甲
田
第
７
・
部
長

玉
村

明
雄

甲
田
第
７
・
班
長

中
野

和
雄

向
原
第
１
・
班
長

内
藤

道
也

向
原
第
１
・
団
員

實
光

猛

向
原
第
３
・
班
長

岩
見

達
也

向
原
第
３
・
団
員

丸
岡

洋
二

向
原
第
４
・
団
員

水
田

賢
治

元
吉
田
第
５
・
団
員

武
田

秀
樹

元
美
土
里
第
４
・
団
員

 
杉

清
三

15
年
以
上
勤
続
章

甲
田
機
動
・
副
分
団
長

塩
田

崇

吉
田
機
動
・
団
員

田
部

克
行

吉
田
第
３
・
団
員

堤
中

史
隆

吉
田
第
６
・
団
員

前
重

昌
敬

八
千
代
第
１
・
団
員

田
中

良
弘

八
千
代
第
２
・
団
員

磯
部

誠

八
千
代
第
２
・
団
員

田
村

紀
貴

八
千
代
第
２
・
団
員

上
岡

洋
平

八
千
代
第
３
・
団
員

藤
井

正
三

八
千
代
第
３
・
団
員

松
本

誠

美
土
里
第
１
・
団
員

溝
本

郁
夫

美
土
里
第
３
・
団
員

小
櫻

静
樹

美
土
里
第
４
・
団
員

平
野

聡

高
宮
第
１
・
団
員

中
 

克
則

高
宮
第
２
・
団
員

小
丸

敏
幸

高
宮
第
２
・
団
員

川
上

雅
則

高
宮
第
３
・
団
員

森
川

純
三

高
宮
第
５
・
班
長

大
番

太

高
宮
第
６
・
団
員

上
本

俊
介

甲
田
第
１
・
班
長

國
広

正
義

甲
田
第
４
・
班
長

北
森

一
平

甲
田
第
４
・
団
員

廣
兼

祥
喜

甲
田
第
７
・
団
員

惣
藤

慎
悟

甲
田
第
７
・
団
員

玉
井

郁
生

元
美
土
里
第
４
・
団
員

山
田

浩

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

功
績
章

高
宮
第
３
・
分
団
長

延
藤

光

吉
田
第
１
・
団
員

和
田

良
男

吉
田
第
３
・
団
員

山
本

光
晴

吉
田
第
４
・
団
員

武
田

勇
人

吉
田
第
４
・
団
員

武
田

直
人

吉
田
第
７
・
団
員

益
原

辰
弥

八
千
代
第
３
・
団
員

竹
岡

克
美

 
 

   

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

今
年
は
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
快
晴
の
も
と
、
１
月
８
日

(

日)

、
全

消
防
団
・
安
芸
高
田
消
防
署
・
消
防
関
係
者
、
総
勢
５
５
０
人
が
参
加

し
、
安
芸
高
田
市
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
消
防
団
、
消
防
署
の
活
躍
が
報
じ
ら

れ
る
一
方
、
避
難
誘
導
中
に
殉
職
さ
れ
た
消
防
団
員
、
消
防
署
員
の
尊

い
犠
牲
が
あ
り
ま
し
た
。
黙
と
う
を
捧
げ
る
と
共
に
、
災
害
へ
備
え
て
、

一
層
気
を
引
き
締
め
災
害
に
立
ち
向
か
う
こ
と
を
誓
う
出
初
式
と
な
り

ま
し
た
。

時
に
命
の
危
険
を
伴
う
活
動
を
長
年
支
え
て
い
た
だ
い
た
団
員
へ
の

表
彰
や
協
力
事
業
所
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に
続
き
、
見
事
な
一
斉
放
水

で
式
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

退任された佐々木前消防団長 新たに就任された金山消防団長消防団協力事業所に感謝状を贈呈
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｢

ピ
ン
チ｣

を
飛
躍
の｢

チ
ャ
ン
ス｣

に

昨
年
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
加

え
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
津

波
に
よ
る
被
害
や
原
子
力
発
電
所
崩

壊
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
無
い
惨
事
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
崩
壊

は
、
国
民
が
抱
い
て
い
た
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
に
対
す
る
期
待
を
裏

切
り
、
今
後
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定

(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

の
問
題
は
、
日

本
の
農
業
施
策
に
新
た
な
課
題
を
生

じ
さ
せ
ま
し
た
。
政
府
は
環
太
平
洋

で
の
取
引
の
圧
倒
的
大
部
分
が
工
業

製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

交
渉
に
い
ち
早
く
応
じ
る
事
を
決
定

し
ま
し
た
が
、
今
後
の
農
業
に
関
す

る
方
向
性
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農

業
を
主
産
業
と
す
る
安
芸
高
田
市
に

と
っ
て
は
、
不
満
の
残
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
様
な
政
府
の
決
定
事

項
に
対
し
て
意
見
は
申
し
上
げ
て
も
、

政
府
の
施
策
の
方
向
性
を
決
め
る
権

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の｢

ピ
ン
チ｣

を
安
芸
高
田
市
の
飛
躍
の

｢

チ
ャ
ン

ス｣

と
捉
え
、
施
策
に
生
か
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
震
災
に

よ
り
発
生
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
・

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
農
業
・
耕
作
放
棄
地
・

鳥
獣
被
害
・
景
気
低
迷
に
よ
る
観
光

客
の
激
減
・
人
口
減
に
よ
る
少
子
高

齢
化
問
題
等
、
い
ず
れ
も
我
々
中
山

間
地
域
に
課
せ
ら
れ
た

｢

ピ
ン
チ｣

で
あ
り
、
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
課
題
を
飛
躍
の

｢
チ
ャ
ン
ス｣

と
と
ら
え
、
事
業
の
提
案
・
推
進
を

は
か
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。安

芸
高
田
市
に
は
、
他
の
町
に
誇

れ
る

｢

お
宝｣

が
沢
山
あ
り
ま
す
。

毛
利
元
就
や
甲
立
古
墳
等
の
史
跡
・

神
楽
等
の
伝
統
芸
能
・
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
・
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
・
三

矢
御
膳
や
三
矢
え
び
す
茶
の
特
産
品

等
・
鳥
獣
、
山
林
、
農
地
・
安
芸
高

田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
等
々
で
す
。

こ
れ
ら
を
存
分
に
生
か
し
た
町
づ
く

り
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
昨
年
は
神
楽
門
前

湯
治
村
に
て

｢

第
一
回
高
校
生
の
神

楽
甲
子
園｣

を
、
今
年
は
東
京
に
て

神
楽
公
演
を
実
施
し
ま
し
た
。
安
芸

高
田
市
の
神
楽
を
全
国
に
紹
介
す
る

事
が
で
き
、
観
光
振
興
が
大
き
く
前

進
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
神
楽
の

公
演
を
契
機
と
し
て
、
関
東
在
住
の

吉
田
高
校
・
向
原
高
校
の
出
身
者
な

ど

(

約
70
名)

と
交
流
会
を
持
ち
、

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
へ

の
参
加
依
頼
や
組
織
作
り
な
ど
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
安

芸
高
田
市
の
文
化
の
振
興
は
無
論
の

こ
と
、
特
産
品
等
の
関
東
地
区
で
の

消
費
拡
大
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

    

  

   

ワイド版

数
年
前
か
ら
、
夏
季
に
水
道
事
業
の

吉
田
給
水
区
・
吉
田
の
区
域
及
び
常
友

の
一
部
の
地
域

(

坂
巻
浄
水
場
の
配
水

区
域)

に
お
い
て
、
水
道
水
が
茶
色
に

な
る
障
害
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
多

数
の
皆
様
に
御
心
配
、
御
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
。

坂
巻
浄
水
場
で
は
、
江
の
川
の
伏
流

水
を
取
水
し
て
、
緩
速
ろ
過
に
よ
り
浄

水
し
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ

り
滅
菌
し
て
配
水
し
て
い
ま
す
。
緩
速

ろ
過
は
、
ろ
過
池
の
砂
お
よ
び
、
砂
の

表
面
に
増
殖
し
た
微
生
物
に
よ
り
、
濁

り
、
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
等
を
捕
捉
す
る
浄

水
方
法
で
す
。

詳
細
な
水
質
検
査
を
実
施
し
、
こ
の

原
因
を
究
明
し
て
参
り
ま
し
た
。

着
色
の
発
生
原
因
は
、
浄
水
処
理
し

た
後
の
マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
化
合
物
の

値
が
通
常
よ
り
高
く
な
り
、
滅
菌
用
の

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
反
応
し
て

二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
水
質
検
査
の
状
況
で
は
、

濁
度
、
色
度
、
鉄
及
び
そ
の
化
合
物
、

マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
化
合
物
と
も
、
水

道
法
に
定
め
る
基
準
値
以
内
で
あ
り
ま

す
が
、
着
色
さ
れ
る
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。マ

ン
ガ
ン
及
び
そ
の
化
合
物
の
濃
度

が
通
常
よ
り
高
く
な
る
原
因
は
、
原
水

が
、
江
の
川
の
伏
流
水
で
あ
り
、
夏
季

に
は
、
猛
暑
に
伴
い
水
温
が
二
〇
度
か

ら
二
五
度
位
ま
で
上
昇
し
、
生
物
膜
、

及
び
微
生
物
の
活
性
が
低
下
し
た
こ
と
。

ま
た
、
水
温
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
の
中
に
溶
け
て
い
る
酸
素
の
量
が
一

時
的
に
低
下
し
、
砂
の
ろ
過
層
の
マ
ン

ガ
ン
が
溶
出
し
た
こ
と
、
と
想
定
し
て

い
ま
す
。

こ
の
間
、
直
射
日
光
の
遮
断
、
溶
存

酸
素
を
高
め
る
散
気
設
備
の
運
転
、
緩

速
ろ
過
池
の
ろ
過
速
度
の
調
整
な
ど
の

対
応
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
補
正
予
算
で
マ
ン
ガ
ン
を

除
去
す
る
対
策
と
し
て
、
坂
巻
浄
水
場

へ
、
除
マ
ン
ガ
ン
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
早
期
に
着
工
し
、

着
色
障
害
の
発
生
の
解
消
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

な
お
、
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事

業
で
、
緩
速
ろ
過
に
よ
り
、
配
水
し

て
い
る
浄
水
場
が
あ
り
ま
す
が
、
原

水
の
水
温
が
上
昇
し
て
い
な
い
状
況

で
、
マ
ン
ガ
ン
に
よ
る
着
色
障
害
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

水
道
事
業
吉
田
給
水
区

着
色
障
害
対
策
工
事
の
施
工
に
つ
い
て

水
道
事
業
公
営
企
業
部
水
道
課
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14

平
成
24
年
４
月

(
所
得
税
は
平
成
23

年
分)

か
ら
適
用
さ
れ
る
税
制
改
正
に

よ
り
、
市
県
民
税
・
所
得
税
の
扶
養
控

除
が
変
わ
り
ま
す
。

【
主
な
扶
養
控
除
の
改
正
点
】

①
16
歳
未
満

(

平
成
８
年
１
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方)

の
扶
養
親
族
に

対
す
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

(

※
扶
養
控
除
廃
止
後
も
、
障
害
者
控

除
や
市
県
民
税
非
課
税
判
定
等
の
対

象
に
な
り
ま
す
。)

②
16
歳
以
上
19
歳
未
満

(

平
成
５
年
１

月
２
日
〜
平
成
８
年
１
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方)

の
扶
養
控
除
に
つ
い
て
、

上
乗
せ
部
分
が
廃
止
さ
れ
、
扶
養
控

除
が
33
万
円

(

所
得
税
38
万
円)

に

な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
特
定
扶
養
親
族
の
範

囲
が
、
19
歳
以
上
23
歳
未
満

(

昭
和
64

年
１
月
２
日
〜
平
成
５
年
１
月
１
日
に

生
ま
れ
た
方)

の
扶
養
親
族
と
な
り
ま

す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

●

｢

市
県
民
税｣

と
は
、
前
年
の
所
得

を
基
に
課
税
さ
れ
る
、
市
民
税
と
県

民
税
を
合
わ
せ
た
地
方
税
で
す
。
一

般
的
に
住
民
税
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

●

｢

所
得
税｣

と
は
、
そ
の
年
の
所
得

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
国
の
税
金
で
、

会
社
の
年
末
調
整
や
、
翌
年
２
月
16

日
〜
３
月
15
日
の
確
定
申
告
等
に
よ

り
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
利
用
見
込
み
の
な
い
市
有
地
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
、
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
次
の
物
件
を
売
却
し
ま
す
。
購
入

希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
物
件
情
報

【
所
在
地
】
安
芸
高
田
市
美
土
里

町
横
田
字
籏
ヶ
谷
19

番
１
、
同
19
番
２
、

同
19
番
13

【
面

積
】
３
５
５
・
０
０
㎡

【
現

況
】
雑
種
地

【
最
低
売
却
価
格
】
８
３
万
４
千
円

◇
実
施
日
程

【
申
込
書
提
出
期
間
】

２
月
１
日(

水)

か
ら
２
月
29
日(

水)

ま
で(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く)

８
時
30

分
か
ら
17
時(

正
午
か
ら
13
時
を
除
く)

【
入
札
日
】
３
月
15
日(

木)

14
時

【
契
約
締
結
日
】
３
月
19
日(

月)
【
売
却
代
金
納
付
期
限
】

３
月
30
日(

金)

15
時
ま
で

◇
留
意
事
項

①
事
前
に
現
地
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。(

現
地
に
は
看
板
を
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。)

②
入
札
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
総
務
部

財
産
管
理
課
へ

｢

一
般
競
争
入
札
参

加
申
込
説
明
書｣

｢

一
般
競
争
入
札

参
加
申
込
書｣

を
受
け
取
り
に
来
て

い
た
だ
き
、
担
当
者
か
ら
の
説
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
上
記
の
期
間
内
に
必
要
書
類
の
提
出

が
な
い
場
合
、
入
札
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

④
入
札
に
参
加
さ
れ
る
場
合
、
お
渡
し

す
る

｢

一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
説

明
書｣

を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

市
有
地
の
売
却
を
実
施
し
ま
す

財
産
管
理
課
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市
県
民
税
・
所
得
税
の

扶
養
控
除
が
変
わ
り
ま
す

税
務
課
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市県民税・所得税の扶養控除 全体像



※
な
お
、
土
日
・
祝
日
は
業
務
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

●
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

【
振
替
日
】

〈
所
得
税
〉

４
月
20
日(

金)

〈
消
費
税
・
地
方
消
費
税

(
個
人
事
業
者)

〉

４
月
25
日(

水)

●
申
告
書
用
紙
の
送
付
に
つ
い
て

昨
年
、
ご
自
宅
や
税
務
署
等
の
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
申
告
書
を
作
成
さ
れ

た
方
に
は
申
告
書
用
紙
が
送
付
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
の
作
成
に
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の｢

確
定
申
告
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
的
個
人
認
証
の
有
効
期
間
は
３
年

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
場
合
に

必
要
な
公
的
個
人
認
証
は
、
有
効
期

間
が
３
年
間
で
す
。
更
新
手
続
は
本

庁
総
合
窓
口
課
で
で
き
ま
す

(

支
所

で
は
で
き
ま
せ
ん)

。

●
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

(

写
真
付

き
で
な
け
れ
ば
、
運
転
免
許
証
等

の
本
人
確
認
物
が
必
要
で
す)

・
パ
ス
ワ
ー
ド

(

３
年
前
に
設
定
さ

れ
た
４
〜
16
桁
の
も
の
で
す)

・
電
子
証
明
書
の
写
し

(

３
年
前
に

お
渡
し
し
た
も
の
で
す
が
、
な
る

べ
く
お
持
ち
く
だ
さ
い)

・
発
行
手
数
料
５
０
０
円

代
理
申
請
の
場
合
は
即
日
交
付
で

き
ま
せ
ん

(

必
要
な
も
の
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い)

。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

総
合
窓
口
課
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17

申告
月 日 曜

吉 田 町 八千代町 美土里町 高 宮 町
会場 午前 午後 会場 午前 午後 会場 午前・午後 会場 午前 午後

2

16 木

八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

旧

保
健
セ
ン
タ
ー)

別所･中土師･
黒瀬

下土師(上)･
下土師(中)･
下土師(下)

生
田
集
会
所

上青･中青･下青･
程原･出店･上市

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

川
根

三田林･上梶矢･
下梶矢

上竹貞･下竹貞･
下川根･山根

17 金 上谷･山梨 北原
石丸･山崎･助実･
下市･中市

直会･田草
谷口･下宮･
杉の原

20 月
郷
野
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所

小草､表桂､
井山､十念

中束､長屋口､
谷桂､桂市峠

智
教
寺
老
人

集
会
所 智教寺･大所(11時～15時)

行部･薬師･
亀谷

二重谷･栃原･
篠原･歌ヶ谷

21 火
上市､
石原１･２

久保､高野､
横山

日南･日南団地･
化正面

下ときわ･
上ときわ･前田住宅

桑
田

の
庄

是光･日南･上音地･
下音地･上城

来
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

東城･すだれ
切田･中原･
深渡

22 水
下市､入江沖､
長屋イ･ハ

下入江､向桂
大まき･横路住宅･
上恩地

下大又･
上大又 美

土
里
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

栃木･市･中北日南上･
下叶口･上叶口

上城･土居谷
日南側･
柆原１･柆原２

23 木 丹
比
西
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
集
会
所

津々羅､室坂
中馬河内､
千川､日南

水無･五郎丸
下佐々井･
門出

中北日南下･中北蔭地上･
中北蔭地下･上郷･山田･叶谷

上沖城･
下沖城

上仁王丸･
下仁王丸･山田

24 金
川原､
市場上･中

隠地､於手保 谷の城 みどり会１.２.３.４
下郷･貝原･雁子原･
畠田迫･下北蔭地･九文久

宍戸城･
後岡城

細河内･宮迫

27 月

可
愛
集
会
所

上竹原､
山手西

徳田､上小山 美
土
里
高
齢
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

重信隠地･重信日南･
清田･竹之内

仲仙道･常広 茂谷

28 火
下竹原､
山手沖

上中馬､
常楽寺

中佐々井･
安森

上佐々井
下日南･上日南･下市･
上市･岡の原

行田･向原
後迫･
来女木市

29 水
山手日南下､
本谷上､本谷中

上福原､
常友日南

実宗･出口東
出口中･
出口西

横呂･横田住宅･
戌谷･原･隠地

安

芸

高

田

市

高

宮

支

所

土居之内･
田屋郷･上用地

下用地･
叶谷日原

3

1 木
山手日南上､
宮之城､本谷下

下福原､
下小山

寺の下･
高平寺

上高平寺･
殿前市営住宅

川撫･向井･奈良谷･
瀬木･鳥信

中之郷･
上福田

下福田･
島之尾

2 金
上･下新屋郷､
下中馬上

山手中､甲元､
下中馬下

宮の下･
宮の上

古屋･国安

美
土
里
教
育
集
会
所

寺川･岩倉･宝前･
矢賀上･矢賀下

水谷松之尾･
下船木

所木･五十貫部･
三田谷

5 月 丹
比
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

中原､沖原､
久保地

甲田､
相合１･２･３･４･５班

中原･道円田･塩瀬下･
塩瀬日南上･亀谷

門田･前川･
雇用促進住宅

上野吉広･
志部府･竹部迫

6 火 西浦上･下
後相合､山部､
印内

中の谷 本郷･根の谷 増屋･広森･有藤･小谷･引地
下式敷･
れんげガーデン

野部

7 水 安
芸
高
田
市
役
所
横

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

４
階
会
議
室

２丁目､４丁目､
高樋､柿原､柳原

左円､上迫､六日市､
雇用促進住宅(常友､郡山)

末石･日南下 日南中 高浜･砂田･金屋･上河内 下房後･表郷 勘部･新迫

8 木
１丁目､５丁目､
内堀､外堀

大賀屋､西土手､
大浜､三矢タウン

日南上･
東邦団地

市下･市裏
鉄井･橋上･塩貝･
下黒滝･上黒滝

後側･
房後柆原

上式敷

9 金
新町上･中､川手､
四軒屋､上国司

下国司､古市､
３丁目､新町下

市表･土井 余井･平原

指定の日程に ｢申告相談｣ が
できない人

野々原･原山 上羽佐竹

11 日
指定の日程に ｢申告相談｣ が
できない人

指定の日程に ｢申告相談｣ が
できない人

指定の日程で ｢申告相談｣ が
できない人

12 月
中羽佐竹･
信木

下羽佐竹

13 火
上･下太郎丸､
川向､浄安寺東

浄安寺西､
青迫､坂巻

指定の日程に ｢申告相談｣ が
できない人14 水

指定の日程に ｢申告相談｣ が
できない人

15 木

※２月16日から３月15日の間は､ 各会場で相談を行います｡ このため､ 税務課と各支所総合窓

申告日程 ２月16日(木)～３月15日(木) 受付時間：午前９時～11時

●
申
告
の
必
要
な
人

①
農
業
、
商
工
業
、
不

動
産
な
ど
の
収
入
の

あ
っ
た
人

②
給
与
支
払
報
告
書
が

勤
務
先
か
ら
安
芸
高

田
市
へ
未
提
出
の
人

③
給
与
以
外
の
収
入

(

農
業
、
年
金
な
ど)

の
あ
っ
た
人

④
年
金
以
外
の
収
入

(

農
業
、
不
動
産
な

ど)

の
あ
っ
た
人

⑤
医
療
費
控
除
な
ど
年

末
調
整
で
控
除
さ
れ

て
い
な
い
控
除
を
受

け
る
人

⑥
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人

※
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
人
は
、
安
芸
高
田
市
へ
の
申
告

は
不
要
で
す
。

●
申
告
の
と
き
必
要
な
書
類
な
ど

○
印
鑑

○
給
与
の
源
泉
徴
収
票

○
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

○
生
命
、
損
害
保
険
料
の
支
払
い
証

明
書

○
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
証
明

書
ま
た
は
領
収
書

○
医
療
費
控
除
の
た
め
の
領
収
書

○
農
業
の
収
入
お
よ
び
経
費
が
わ
か

る
も
の

(

領
収
書
・
預
金
通
帳
な

ど)

○
保
険
の
満
期
の
場
合
は
、
保
険
会

社
が
発
行
し
た
証
明
書

○
障
害
者
手
帳

(

証
明
書)

○
公
共
事
業
で
土
地
等
を
売
却
し
た

場
合
、
買
い
取
り
等
の
証
明
書

○
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
に

は
申
告
さ
れ
る
人
の
口
座
番
号

※
資
料
準
備
の
関
係
上
、
で
き
る
限
り

割
り
当
て
ら
れ
た
日
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
前

日
ま
で
に
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
が
無
い
と

税
の
減
額
措
置
が
行
わ
れ
な
い
な
ど
、

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
印
を
押
し
た
申
告
書
の
写
し
が

必
要
な
方

宛
名
を
記
入
し
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
の
封
筒
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

吉
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

４
２－

０
０
０
８

●
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
・
納
期
限

【
所
得
税
・
贈
与
税
】

３
月
15
日(

木)

ま
で

【
消
費
税
・
地
方
消
費
税

(

個
人
事
業
者)

】

４
月
２
日(

月)

ま
で

●
吉
田
税
務
署
２
階
確
定
申
告
会
場

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
〜
16
時

【
相
談
時
間
】

９
時
〜
17
時

16

住民税 (市県民税) の申告相談会が始ま
ります｡ 平成24年１月１日現在､ 安芸高田
市にお住まいの方で次に該当される方は､
最寄りの相談会場で平成23年中の収入など
を申告してください｡ また､ 少しでも待ち
時間を短くするため､ 申告が必要と思われ
る方へ ｢市民税・県民税申告書｣ と ｢書き
方｣ を送付しました｡ 郵送での申告もでき
ますので､ ｢書き方｣ を参考にされ､ なる
べく自書による申告をしてください｡

平成23年分

申申告告相相談談
税務課  42-5614

月 日 曜
甲 田 町 向 原 町

会場 午前 午後 会場 午前 午後

2

16 木

小
原
中
央
集
会
所

３区 ９区
有
留
地
区

多
目
的
集
会
所

有留５ 有留６･７

17 金 ８区 １区 有留１･２ 有留３･４

20 月 ７区 10区
保
垣
地
区

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

保垣２ 保垣４

21 火 ２区 ６区 保垣１ 保垣３･５

22 水 ４区 ５区(上高地)
戸
島
地
区

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

戸島３･４ 戸島２

23 木 戸島５･６ 戸島７上下

24 金

安
芸
高
田
市

甲
田
支
所
２
階

大
会
議
室

18区 24区 ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
長
田

長田５･６ 長田７上下

27 月 21区 27区 長田２ 長田３･４

28 火 20区 23区
寺
山
地
区

多
目
的
集
会
所

坂13 坂14

29 水 25区(上庄) 25区(道木) 坂10 坂11･12

3

1 木 26区 28区

安
芸
高
田
市

向
原
支
所

大
会
議
室

坂２下 戸島８

2 金 19区 22区 坂３ 長田８

5 月 11区 14区 坂１･２上 坂16･17

6 火 12区 13区 坂２駅･４ 戸島９

7 水 15区 17区 坂５･６ 坂15上下

8 木 ５区(下･中高地) 16区 坂８下 坂８上･坂９

9 金

指定の日程に ｢申告相談｣ が
できない人

戸島１･11 坂７･長田１

11 日

指定の日程に ｢申告相談｣ が
できない人

12 月

13 火

14 水

15 木

／午後１時～４時

口課の窓口では申告相談ができません｡
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言葉の発達

１歳前に言葉が出始める子どもさんがおられる一方で､
３歳近くになっても言葉が出ない子どもさんもおられま
す｡ また､ １歳６か月児や３歳児健康診査でも､ 言葉の
相談は多くみられます｡ 言葉は突然出てくるのではなく､
乳児期からの親子の関わりや遊びが蓄積されて､ ｢言え
る言葉｣ になります｡ 今回は言葉の発達の基本と注意点､
言葉の発達に繋がる体を使った遊びを簡単に紹介します｡
(言葉の発達の基本)
☆わかるのが先､ 言えるのは後
☆初期は個人差が大きい
①お世話をしながら声をかけ､ 応答性の高い関わりを
赤ちゃんが ｢アー｣ と声を出したら ｢なあに？｣ と
答えたりして､ 赤ちゃんが､ 自分に親が興味を持って
いることを知らせましょう｡ また､ ｢これは花よ｣ と
教えるより､ 子どもさんの興味に親があわせましょう｡
②子どもの興味を親が共感する ｢共同注意｣ を
初期の言語発達で大事なのは ｢共同注意｣ です｡ 共
同注意とは子どもが興味をもっていることに親が共感
することです｡ まず子どもの視線がどこに向いている
かをよく見てください｡ 例えば子どもさんがテーブル
の上のリンゴに注目していたら ｢りんごあったね｡ お
いしそうだね｣ などと声かけをしてください｡ この経
験が多いほど､ 言葉の発達に良い影響を与えます｡
(言葉が遅い時)
統計的には１歳半までにはおよそ９割の子どもさんが
言葉をはなし始めていますが､ １歳６か月児健康診査で
言葉がやや遅めといわれたら､ 言葉の環境を振り返って
みてください｡
ａ) テレビやビデオを長くつけていませんか？
特に２歳以下の子どもさんでは､ ２時間以内がお勧
めです｡
ｂ) ゆっくり､ はっきり話していますか？
ｃ) 短い文で､ 伝えたい言葉を強調したり､ 繰り返して
いますか？
ｄ) 伝えたいことが､ 目に見える工夫をしていますか？
※ 言葉が遅い要因には､ 聴力や発声・発語器官等に問
題があったり､ 発達障がいなどがあることもあります｡
乳児・１歳６か月児・３歳児の各健康診査は必ず受け
てください｡
(体験や経験を増やそう

─言葉の発達に繋がる体を使った遊びの例─)
｢揺れ｣ ｢上下動｣ ｢触覚｣ ｢回転｣ ｢加速度｣ を伴う適

切な遊びは､ その動きが三半規管に伝わることで､ 脳に
刺激が伝わりやすくなります｡ 体を動かして､ 楽しく遊
ぶことが大切です｡ 子どもが嬉しそうにしているか､ 視
線を合わせて反応を見ながら無理なく行ってみてくださ
い｡

(参考文献 月刊母子保健第625号)

           

【対 象 者】妊婦さん (状態が安定している方) と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です｡ 託児希望がある場合

は､ 予約時にご相談ください｡
※開催時間は午後です｡ お間違えないようおいでください｡
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので､ 動きやすい服装
でおいでください｡

※３回シリーズですが､ いつからでも参加できます｡ 次回は３月
27日 (火) ≪骨盤ケアエクササイズと赤ちゃんのお世話～沐浴・
抱き方・おむつ替えにチャレンジ～≫を予定しています｡

※予約先：保健医療課  42-5633

日 時 場 所 内 容 担当

２月28日(火)
(13：30～

15：30)

中央保健
センター
３階

第２回 ｢輝くママになろ
う♪｣

★妊娠期・授乳期ママの栄
養ミニ講座♪

★妊娠中のデンタルケアと
赤ちゃんのお口の話♪

★妊娠中から始めるエクサ
サイズで骨盤ケア♪

栄養士

歯 科
衛生士

助産師

保健師

月日・受付時間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
２月３日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※４か月児相談､ ２歳
６か月児相談の対象
児には個人通知しま
す｡

対象：４か月児相談は
平成23年10月生まれ｡
２歳６か月児相談は
平成21年８月生まれ｡

※内容：身体測定・食
生活・歯・育児全般
における相談

※現在使用している歯
ブラシをご持参くだ
さい｡

２月７日(火)
10:00～11:30

(高宮)
たかみや人権会館(※)

２月８日(水)
10:00～11:30

(向原)
向原保健センター(※)

２月14日(火)
10:00～11:30

(八千代)
人権福祉センター

２月21日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

２月22日(水)
10:00～11:30

(美土里)
生涯学習センターまなび

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽にご参加ください｡
※高宮会場は基幹集落センターから人権会館に変更となっています｡
※向原会場は雨天の場合､ 公民館礼法室でおこないます｡
４月からの育児相談・4か月児相談・２歳６か月児相談は中央保健センター会場のみとなります｡

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
２月１日(水)
10:00～15:00

(吉田)
中央保健センター 心理相談員 要予約 (予約先：保

健医療課  42‐5633)

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

※心の発達や言葉､ 子育てについて相談に応じます｡
※参加希望の方は､ 保健医療課( 42-5633)へお申込ください｡

               
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します｡ 離乳食を作って試食をします｡

                
★一緒に料理にチャレンジしてみよう！★
親子で一緒に料理を作ります｡ いろいろな料理にチャレンジしながら､ ｢お

いしい！楽しい！うれしい！｣ を感じ食べることの大切さをみつけましょう｡

【乳幼児健康教室】

日 時 場 所 申込期間 対 象 持参物

２月17日(金)
10:00～11:30

(吉田)
中央保健セン
ター ３階

２月10日～

２月16日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・
タオル

日 時 場 所 申込期間 対 象 持参物

２月15日(水)
10:00～13:30

クリスタル
アージョ
１階 調理室

２月8日～

２月14日

★１歳７か月児
～未就学児と
その家族

・エプロン
(親子とも)
・タオル
・参加費300円

※きょうだいでの参加の方は､ 託児もあります｡
※参加希望の方は､ 保健医療課 ( 42-5633) へお申し込み
ください｡
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子育て支援センター
【プレイルーム】
クリスタルアージョ１階にあるプレ

イルームは､ 子育て中の親子が集い交
流しあえる場所です｡ ３歳までのお子様向けのオモチャを
置いていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さ
い｡ おしゃべりをして､ ホッと一息しませんか｡
■場 所 クリスタルアージョ１階 エレベーター正面
■利用時間 月曜日～金曜日 ８：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物 水分補給の飲み物､ 汗拭きタオル､ 着替え等
■実際の活動時間は45分程度ですが､ 人数により時間延長
する場合がありますのでご了承ください｡
■＊対象年齢ではない､ ごきょうだいを連れてこられても
大丈夫です｡
■ご予約は必要ありません｡
問子育て支援センター ( 47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは､ 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています｡ お子様と一緒にお気軽においでくださ
い｡
〈電話での相談も受け付けています｡〉
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：15
問子育て支援センター ( 47-1283)

【母子・寡婦福祉貸付金相談】
母子家庭の方などに対して､ 母子自立支援員が高校・大
学・専門学校などの修学資金・就学支度資金などの相談に
応じています｡ 詳しくはお問い合わせください｡
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：15
問子育て支援センター ( 47-1283)

と き と こ ろ 内 容
２月７日 (火)

10:00～10:15 受付
10:15～11:00 活動

中央保健センター ２階
健康増進室
(吉田町)

親子体操
＊対象年齢
０歳～１歳

２月21日 (火)
10:00～10:15 受付
10:15～11:00 活動

中央保健センター ２階
健康増進室
(吉田町)

親子体操
＊対象年齢
２歳～４歳

月日･受付時間 対 象 会 場

２月２日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H20年８生まれ

(吉田)
中央保健
センター

２月９日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H22年７月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

２月16日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H23年４月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
●持参するもの お茶・タオル・着替え

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡

◆◆下記の保育園は､ 随時園庭開放を行っております｡ 行事
の都合がありますので､ 保育園にお問い合わせください｡
刈田保育園  ５２－２０９９
八千代南保育園  ５２－３０４８
可愛保育園  ４３－１７７６

日 時 保育所・幼稚園名 内 容
２月１日 (水)
9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

２月２日 (木)
9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

２月６日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

２月７日 (火)
9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

２月８日 (水)
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

２月９日 (木)
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

２月９日 (木)
9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

２月10日 (金)
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放

２月10日 (金)
10：30～11：45 ひの川幼稚園

園 庭 開 放
(なかよし広場)

２月13日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

２月14日 (火)
9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

２月16日 (木)
9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

２月16日 (木)
9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

２月17日 (金)
10：30～11：45 ひの川幼稚園

園 庭 開 放
(なかよし広場)

２月20日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

２月21日 (火)
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

２月23日 (木)
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

２月24日 (金)
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

２月27日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

２月29日 (水)
9：30～11：30 入江保育園 体 験 入 園

｢新年書き初め大会｣ での一コマ
(１月５日(木)クリスタルアージョ／主催：吉田地区振興会・丹比地区振興会)
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ 予めご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市企画振興部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

金山 幸治さん
(元安芸高田市消防団本部副団長)

任期満了に伴い安芸高田市消
防団を退団された前団長 佐々木
義明さんに代わって新たに金山
幸治さんが団長に就任されまし
た｡

             

｢命を守るために｣

向原中学校３年有政 俊助さん

12月26日(月)､ 広島県民文化センターで行われた､
第61回“社会を明るくする運動”作文・標語コンテス
ト表彰式において ｢中学生の作文の部｣ で､ 広島県更
生保護女性連盟会長賞を受賞されました｡

            

県防犯連合会主催の防犯絵手紙コンテストが行わ

れ､ 中高生の部で吉田高校３年生 上
うえ

佳那美
か な み

さん､

小学生の部で向原小学校４年生 大 
おおさき

桜子
さくら こ

さんが

入選されました｡

上さんは見知らぬ人に付いていくアヒルを描いて

注意を訴え､ 大 さんは携帯電話を擬人化し怪しい

サイトの恐ろしさを表現したものです｡

２人は ｢選ばれてびっくり 記念になった｣ と話

されていました｡

また､ 県暴走族対策会議の暴走族追放標語コンクールで吉田高校１年生

村川
むらかわ

陽子
よう こ

さんが警察本部長賞を､ 向原高校３年生 山根
やま ね

舞子
まい こ

さんが､

県教育委員会賞を受賞されました｡

受賞の標語は､ 村川さんの作品が ｢やめよう暴走 もっと輝く キミが

いる｣ 山根さんの作品は ｢暴走で 自分の夢を 捨てないで｣ です｡

２人は ｢表彰は初めてでうれしい｣ と話されていました｡

皆さん おめでとうございます!!

            
                            

上 佳那美さんの作品

大 桜子さんの作品

村川 陽子さん(前列左)・山根 舞子さん(前列右)

12月より､ 于文超 (ウ ブン

チョウ) さんが､ 中国語の通訳・

翻訳員として勤務されることに

なりました｡

于
ウ

さんには､ 毎週水曜日の､

10:00～17:00までの間､ 中国国

籍の方が市役所に訪れた際の手

続などを手助けしていただきま

す｡

于
ウ

文超
ブンチョウ

さんからひとこと

大
ダ

家
ジャ

好
ハウ

！初
チュ

次
ツ

見
ジェン

面
メン

, 請
チン

多
ドウ

関
グアン

照
ジャオ

！ (皆様､ こんにち

は！初めまして宜しくお願いします！)

皆さまこんにちは！はじめまして､ 于文超 (ウ

ブンチョウ) と申します｡

青島ビールで有名な中国・山東省から参りました｡

今年は来日４年目となっております｡

安芸高田市に暮らす､ 働く中国人をサポートさせ

ていただくために､ 人権多文化共生推進室の皆さま

と一緒に頑張りたいと思っておりますので､ 職場や､

生活上の悩みがございましたら､ 遠慮なくお気軽に

人権多文化共生推進室へお越しください！

請
チン

多
ドウ

指
ジ

教
ジァオ

！ (宜しくお願いいたします！)

                

中国語の通訳・翻訳員
于文超さん

20

煌
きら

めく光と音楽と芸術の夕べ
八千代の丘美術館冬まつり｢JAZZ&ART｣
もうすぐクリスマスという12月23日 (金)｡ 八千代の

丘美術館が幻想的な雰囲気に包まれました｡

大きなクリスマスツリーにライトが点灯され､ 中庭に

やわらかいろうそくの灯が飾られ､ まるで西洋の別荘地

のような光景に包まれます｡ この日､ 無料開放された美

術館では､ 入館作家の作品を自由に鑑賞でき､ また屋外

でのジャズコンサートでは､ 会場全体が盛り上がりまし

た｡ 会場全体の雰囲気は､ 聖なる日を前にした人々の心

に､ 煌
きら

びやかな温もりをプラスさせました｡

強く､ 負けない心を磨く
第48回寒稽古並びに鏡開き

江の川の流水は､ まるで鋭い刃物｡ 由緒ある千
貫水が流れ込み､ 五龍城の麓にあたるこの川で水
中稽古は行われます｡ １月15日 (日)､ 甲田公民
館前を裸足で出発し､ ＪＲ甲立駅､ 宍戸司箭神社
を周って､ 河川敷に到着したときには､ 足の指な
どちぎれそうな冷たさ｡ さらに､ ここから川へ入
ります｡ 空手道は力や技術だけでなく､ 己に克つ
心の強さを鍛えることを目指しています｡ 参加者
約60名の中には､ まだ５歳の子どももいましたが
全員が寒稽古をやり遂げました｡

活躍の予感
サンフレッチェ広島新ユース生転入学歓迎式

吉田中学校の３学期がはじまるこの時期､ 三矢寮は新しいメンバーを迎
え入れます｡
１月10日 (火)､ クリスタルアージョでサンフレッチェ広島新ユース生

の歓迎式が開催されました｡ 今年は､ 県内はもちろん､ 群馬・大分などか
ら13名が加わりました｡ 将来のサンフレッチェ広島､ サッカー日本代表を
目指し､ 毎日の厳しい闘いがはじまります｡ 親元を離れての寮生活は､ 相
当な決心が必要です｡ 生活の全てがサッカー中心になる中で､ まずは人間
としても大きく成長できるように､ 私たちで温かく見守っていきましょう｡
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健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

あなたの意思で救える命があります
問保健医療課  42-5633

臓器移植とは､ 重い病気や事故などにより臓器の機能が低下し､ 移
植でしか治療できない方と死後に臓器を提供してもいいという方を結
ぶ医療です｡
第三者の善意による臓器の提供がなければ成り立たない医療です｡
日本で臓器の提供を待っている方は､ およそ13,000人です｡
それに対して移植を受けられる方は､ 年間およそ300人です｡
自分が最期を迎えたときに､ 誰かの命を救うことができます｡ あな
たの意思で救える命があります｡

提供できる臓器・組織
自分の意思を尊重する
ためにも､ 臓器移植につ
いて考え､ 家族と話し合
い､ ｢提供する｣ ｢提供し
ない｣ どちらかの意思を
表示しておくことが大切
です｡
＊提供しない意思については､ 15歳未満の方の意思表示も有効です｡
臓器提供意思表示カードは保健医療課・各支所総合窓口課・コンビ
ニエンスストア等に備え付けています｡
また (社) 日本臓器移植ネットワークのパソコンサイトまたは携帯
電話サイトからも登録ができます｡
パソコンサイト http://www.jotnw.or.jp/
携帯電話サイト http://www.jotnw.or.jp/m/

400ml献血
日 ２月６日 (月)
13：00～15：30

場 南条装備㈱八千代工場
日 ２月21日 (火)
９：30～11：15

場 東京濾器㈱広島工場
13：00～15：30

場 市商工会向原支所

440000mmLL献献血血のの基基準準
年 齢：男性17～69歳 女性18～69歳

※65歳以上は60～64歳の間に
献血経験がある方に限る｡

体 重：男女とも50㎏以上
献血間隔：男性12週間以上

女性16週間以上
総献血量：過去12カ月に

男性1200mL以内
女性800mL以内

～ 『命をつなぐ献血』 にご協力を～

断酒会
広島断酒会ふたば会

中田克宣
 090-4802-1865

※詳しい内容はお問合せください｡
日 ２月３日 (金) 19：00～21：00
場 ふれあいプラザ向原
日 ２月11日 (土) 13：30～15：30
２月17日 (金) 19：00～21：00

場 吉田人権会館ハートプラザよしだ

今月の一品は､
  です｡
豆腐は､ から
だに良い栄養を
たくさん含んでいます｡

｢畑の肉｣ といわれる大豆から作られた豆腐は､ 高タ
ンパク質・低カロリーでカルシウムも豊富です｡
コレステロール値や中性脂肪値を下げる作用や､ イソ
フラボンという栄養素が女性ホルモンと似た働きがあり
骨粗しょう症やがん予防の効能があります｡
木綿豆腐と絹豆腐は作り方や口あたりが違うだけで栄
養価はほぼ同じです｡
今回は､ お好みの野菜と一緒に食べる豆腐のベーコン
巻きです｡ ぜひ作ってみて下さい｡

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課 栄養士にお問い合わせ下さい｡ ( ４２－５６３３)

健康あきたかた21 推進協議会
食生活・歯の健康部会
保健医療課 栄養士

♪材料 (４人分) ♪

豆豆腐腐 １１丁丁
ベベーーココンン ４４枚枚
好好ききなな生生野野菜菜 適適量量
((玉玉ねねぎぎ・・青青ねねぎぎ・・貝貝割割れれ菜菜ななどど))

ポポンン酢酢ししょょうう油油 適適量量
油油 少少々々

………………
…………
……

…
…………………

♪つくり方♪

①豆腐を８等分し､ しっかり水分を出す｡
②①をベーコンで巻いてフライパンで焼
く｡
③好きな野菜をのせ､ ポン酢しょう油を
かける｡
(★ポン酢しょう油以外でも､ ごまド
レッシングや青しそドレッシング
などお好みの味付けでどうぞ!!)

★吉田町 常廣優弥佳さんからの一品です★

(ひとり分エネルギー：175kcal 塩 分：1.7ｇ)
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外
来
窓
口
で
の
支
払
い
が

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す

(

限
度
額
は
下
表)

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高
額
な

外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額
適
用

認
定
証
等
や
被
保
険
者
証
等
を
提
示
す
れ

ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の

支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま

す
。こ

れ
ま
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
た
と
き
、
い
っ
た
ん
窓
口
負
担
額
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
、
後
で
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
高
額
療
養
費
と

し
て
お
返
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
は
、
医
療
機
関
等
の
窓

口
に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
提
示
す
れ

ば
、
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
は
な
く
な

り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
医
療
機
関
等
】

保
険
医
療
機
関
、
保
険
薬
局
、
指
定
訪

問
看
護
事
業
所
な
ど
で
受
け
た
保
険
診
療

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

柔
道
整
復
、
鍼
灸
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
施
術
は
対
象
外
で
す
。

【
限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
】

支
払
い
の
限
度
額
は
、
所
得
に
よ
り
複

数
の
区
分
が
あ
り
、
医
療
機
関
等
の
窓
口

で
そ
の
区
分
に
応
じ
て
限
度
額
を
適
用
す

る
た
め
に
は
、
次
の
と
お
り
の
限
度
額
適

用
認
定
証
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。(

①

の
方
は
申
請
が
必
要
で
す)

①
70
歳
未
満
の
方
、
70
歳
以
上
の
非
課
税

世
帯(

低
所
得
Ⅱ
又
は
Ⅰ)

の
方

｢

限
度
額
適
用
認
定
証｣

、
又
は｢

限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証｣

②
70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
課
税
世
帯
の
方

｢

高
齢
受
給
者
証｣

③
75
歳
以
上
で
課
税
世
帯
の
方

｢

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証｣

な
お
、
す
で
に｢

限
度
額
適
用
認
定
証｣

及
び｢

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証｣

を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
改
め
て
交
付
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
被
保
険
者
証

・
認
印

認
定
証
が
必
要
と
な
る
方
は
、
市
役
所

保
健
医
療
課
又
は
各
支
所
総
合
窓
口
課
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
保
健
医
療
課(

 

４
２
―

５
６
１
９)

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

｢

食
生
活｣

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、

世
代
間
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

食
生
活
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
こ
う
！

食
生
活
で
は
、｢

朝
食
を
毎
日
食

べ
る｣

｢

野
菜
を
毎
日
食
べ
る｣

等

を
目
標
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
旬
の
野
菜
を
利
用
し
た
ご

家
庭
の
お
す
す
め
料
理
や
調
理
の
工

夫
・
朝
ご
は
ん
の
お
す
す
め
料
理
な

ど
市
民
の
方
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た

｢

わ
が
家
の
お
す
す
め
一
品｣

料
理

を
、
旬
に
応
じ
て
広
報
や
各
施
設

(

下
表)

等
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、｢

わ
が
家
の
お
す
す
め

一
品｣

を
冊
子
に
し
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
く

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
日
々

の
生
活
に
取
り
入
れ
て
健
康
に
よ
い

食
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

   

｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

70
歳
未
満
の
方
の
限
度
額(

月
額)

所得区分 ３回目まで ４回目以降 申請

①

一 般

80,100円
●医療費が267,000円
を超えた場合はその
超過額の１％を加算

44,400円

必要

上位所得者

150,000円
●医療費が500,000円
を超えた場合はその
超過額の１％を加算

83,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

70
歳
以
上
の
方
の
限
度
額(

月
額)

所得区分
外来＋入院
(世帯単位)

申請
外来(個人単位)

②
ま
た
は
③

一 般 12,000円 44,400円

不要現役並み
所 得 者

44,400円

80,100円
●医療費が267,000円
を超えた場合はその
超過額の１％を加算

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円
必要

低所得Ⅰ 8,000円 15,000円

現在の ｢わが家のおすすめ一品｣ の配布場所

吉
田
町

・クリスタルアージョ
・JAたかた産直市
・市役所本庁

高
宮
町

・Aコープ
・田園パラッツオ
・市役所高宮支所

八
千
代
町

・人権福祉センター
・産直市
・市役所八千代支所

甲
田
町

・ミューズ
・市役所甲田支所

美
土
里
町

・Aコープ
・生涯学習センターまなび
・市役所美土里支所

向
原
町

・Aコープ
・公民館
・市役所向原支所
・やすらぎ

旬の野菜には…
旬の野菜には栄養価が高く､
夏が旬の野菜なら体を冷やす
効果があり､ 冬野菜なら､ 体
を温める効果があるなど､ 旬
の野菜を食べることは､ 体の
要求にも合っており､ 日本人
ならではの食文化があります｡
食べ物に季節を感じるとい
う､ 日本人として忘れてはな
らない大切な心がそこにはあ
るのです｡
１日350ｇ以上の野菜を食

べて生活習慣病を予防しましょ
う｡ 旬の野菜を
食べることが健
康につながりま
す｡

高齢受給者証または後期高齢者医療被保険者証で確認します
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毎
年
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
は
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の

期
間
で
す
。

こ
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す

い
気
象
条
件
と
な
る
こ
と
か
ら
火
災
の

発
生
危
険
が
非
常
に
高
く
、
ま
た
、
い
っ

た
ん
火
災
に
な

る
と
大
火
と
な

る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
期
に
は
、

改
め
て
火
気
の

取
扱
い
に
強
く

注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

注
意
報
や
警
報
に
十
分
注
意
し
て
、

空
気
が
特
に
乾
燥
し
て
い
る
日
や
、
風

の
強
い
時
に
は
火
入
れ
や
焚
き
火
な
ど

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
み
で
す
か
？

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
原
因
の
多
く

は

｢

逃
げ
遅
れ｣

に
よ
る
も
の
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
火
災
の

煙
を
早
期
に
感
知
し
て
、
あ
な
た
や
あ

な
た
の
家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
中
の
災
害
件
数

安
芸
高
田
市
内
の
災
害
件
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。(

)

内
は
平
成
22
年

中
の
件
数
で
す
。

■
火
災
件
数

30
件

(

20
件)

■
救
急
出
動
件
数

１
、
４
４
１
件

(

１
、
３
５
９
件)

■
救
助
出
動
件
数

16
件

(

23
件)

0件

116件

5件

1件

火 災

救 急

救 助

そ の 他

12月

(30件)

(1,441件)

(16件)

(24件)

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

平成24年 春の全国火災予防運動

設
置
に
関
す
る

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
予
防
課

℡
０
８
２
６－

４
２－

０
９
３
１
ま
で
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